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　同窓会の皆様、日頃は同窓会活動にご協力を頂いております
ことを深く感謝いたします。　
　今後とも同窓会へのご支援を心よりお願い申し上げます。	
　昨年６月のヒルトン大阪ホテルでの同窓会総会でご承認を
頂き会長を務めさせていただきます。どうぞよろしくお願い
いたします。
　母校では今年１月にコロナ渦の影響を受けた541名が卒業生
（同窓会正会員）として次の過程に進んで行かれました、４月
には712名が我が母校に新入生（同窓会準会員）として入学
されました。同窓会（卒業生の総人数が58,698人）になります。
　学校の環境は今年３月には新しい「食堂棟」が完成しました。

　令和９年３月には「新東館（表紙図）」と隣に「立体駐車
場」が完成します。（同窓会室も８階に予定されているそう
です）食堂棟は私が中学時代には講堂や柔道の道場があった
場所（西南角）だと思います。
　そして令和10年（2028年）には創立100周年を迎えること
になります。まさに記念すべき年になります、卒業生の皆様
にも周年行事にご協力を賜りますようにお願いします。
　次号くろがね54号で具体的な方針が示されます。「創立
100年行事」になります。又「くろがね誌」の「北から南」を
拡大し、思い出の記事を募集したいと思います。
　同窓会の目標も役員・幹事の人数も24名から28名になりま
した。動きは遅いですが一つ一つ目標を定め進めてまいりま
す。よろしくお願いいたします。
“私は今年昭和100年史のうち71年間（昭和29年中学に入学、
35年高校卒業）の間、学校を見つめてき来たことになります”

母校が変わります
同窓会会長　大谷　和正

同窓会会長挨拶

令和7年度 同窓会総会案内
多くの会員の皆様の、同窓会総会へのご参加をお待ちしております。

開 催 日 令和7年6月22日（日）
受付開始 午前10：30 午前11：00開 会

懇 親 会 午後 0：00 午後 2：00閉 会

会 費

一般会員 ：  7,000円　女子会員 ： 5,000円
会員の同伴 ： 5,000円　介護者 ： 　無料
集合写真 ：  2,000円（希望者のみ、後日発送）

総会出席の方は本誌綴じ込みのハガキでご連絡ください。5月22日（木）までにご返信お願いします。

平素は同窓会活動にご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
今年度はホテルプラザオーサカで開催します。

年に１回の同窓会総会是非お越しいただき盛り上げてください。お待ちしております。

今春卒業されたみなさんは無料ご招待!

会 場 ホテルプラザオーサカ
☎06-6303-1041

〒532-0025 大阪市淀川区新北野1-9-15
【アクセス】 阪急「十三駅」下車徒歩約10分

•返信ハガキをご投函して戴く時は、封筒のご氏名の下に記入しております8桁の会員番号が記入必須ですので宜しく願い申し上げます。
•必要記事を記載項目に添ってご記入下さい。
•近況連絡欄には趣味・趣向等身近な情報をお知らせ下さい。（くろがね54号の「北から南から」に掲載します。）

■会場アクセスマップ

伊予銀行

北おおさか信金
三井住友銀行

三菱UFJ銀行

ドン・キホーテ
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　今年は「阪神・淡路大震災」から30年目の年になります。
その当時から新校舎の建設は生徒、保護者、教職員そして卒
業生の悲願でした。法人本部・学園関係者のご理解とご協力
のもと、キャンパス整備計画も順調に進み、新しい食堂棟が
グラウンド西側にあったクラブハウス跡地に完成し、新年度
から営業を開始します。そしてその後、令和９年度までに内
環状線沿いに８階建ての新東館が完成することになっており
ます。
　更に令和10（2028）年が「学園創立百周年」ですからあと
３年に迫ってまいりました。学園発祥校として本校は、この
創立百周年に向けて生徒、保護者そして同窓会の皆様のご期
待に添えるよう今後も種々の教育活動に真摯に取り組んでま
いります。
　ところで令和７年度入試では、志願者総数は1,658名を数
え、専願が618名、併願が1,040名となり、昨年に比べ専願が
40名増え、併願が208名減ると言う結果となりました。現時

点で、専願合格者が610名、併願合格者が1,030名となってお
り、昨年の併願戻り率（6.9％）以上であるとすると、入学
者予想数は募集定員（680名）以上になります。大阪私立高
校の中でこれほど多くの志願者・入学者を得ることができる
のも、卒業生を含む生徒たちの頑張りのおかげであると感謝
しております。
　３年後の創立百周年に向けて本校は、令和７年度事業計画
に示した通りに遺漏なく計画通りに進めてまいります。特に
以下の６つの重点施策を着実に遂行してまいります。
◦新学習指導要領に基づき生徒の学力の伸長を目指す。
◦大阪産業大学との高大連携・高大接続の強化
◦�キャンパス整備計画の具現化と既存建物の保全・安全管理
の確認
◦学園創立１００周年に向けた記念事業の準備
◦卒業生・保護者、地域住民との連携
◦�大阪産業大学附属高等学校ブランドの確立と安定した財務
基盤の確立
　今後の本校の活躍を大いに期待していただき、同窓会の皆様
には今後とも変わらぬご支援とご協力の程お願い申し上げまし
て、令和６年度末におけるご挨拶とさせていただきます。

　同窓会の皆様におかれましては、日頃より学校運営にご支
援・ご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　１月に行われた卒業式では、入学当初からコロナ禍の影響
を受けながらも、限られた環境の中で楽しみや可能性を見出
し、３年間を力強く歩み抜いた541名の生徒たちが巣立ってい
きました。
　卒業生の答辞では、今なお世界の各地で戦争や紛争が続
き、日本国内においても暗く痛ましい事件が相次ぎ、さらに
想像を超える自然災害が発生している現状の中で、「何気な
い日常を送れることこそが、実は偉大なことである」との思
いが語られました。そして、「卒業後も、壁にぶつかったり
困難に直面することがあるかもしれないが、高校生活の指針
となった建学の精神『偉大なる平凡人たれ』を大切にし、そ
の時の自分にできることを全力で取り組み、目の前のすべき
ことを誠実に果たしていく」と、力強い決意を述べてくれま
した。
　生徒たちが充実した3年間を過ごし、無事に学業を修了でき
たのは、ひとえに「産高」の教職員をはじめ関係者の皆様、
そして同窓会の皆様による「継続的な」ご支援とご尽力の賜
物であり、ここに改めて心より感謝申し上げます。
　本年度も、多くの部活動が素晴らしい成果を収めてくれま

した。女子ダンス部は「DANCE CLUB CHAMPIONSHIP」
において、特別賞「ベストストーリーテリング賞」を受賞し、
その高い表現力が評価されました。また、書道部は「第33
回国際高校生選抜書展（書の甲子園）」において、３年生１
名、２年生１名の作品が、計１万635点の中から入選作品に選
ばれました。ゴルフ部は「KOMAカントリークラブ」で開催
された「関西高等学校ゴルフ選手権決勝大会」に出場し、少
林寺拳法部は「全国高等学校選抜大会」において複数の優勝
者を輩出しました。さらに、吹奏楽部は「大阪府マーチング
コンテスト」にて金賞を受賞するなど、多くの部活動が輝か
しい成果を収めてくれました。また、硬式野球部、ラグビー
部、サッカー部、バレーボール部は、全国大会まであと一歩
の実力をつけています。アメリカンフットボール部とともに、
全国一を目指してほしいと願っています。 
　予定していた事業計画は直実に進んでおり、３月には新し
い「食堂棟」が完成し、令和８年度中には、１号館の東側に
「新東館」と西側に「立体駐輪場」が完成します。
　令和10（2028）年度には創立100周年を迎えます。節目の年
に向け、母校はさらなる発展を遂げてまいりますので、引き
続き温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　今後も「産高」において、建学の精神「偉大なる平凡人た
れ」に基づく教育を継続し、現代社会で活躍できる「人間
力」を備えた人材を養成して参りたいと存じます。
　同窓会の皆様におかれましては、変わらぬご支援・ご協力
を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

建学の精神に基づく教育を
“継続”する
学校法人 大阪産業大学
理事長　北前　雅人

理事長ご挨拶

校長ご挨拶

創立百周年まであと３年
大阪産業大学附属高等学校
校　長　平岡　伸一郎
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令和６年度

令和6年
４月 3日（水） 入学式式典（入学生664名）

11日（木） 新年度発足　令和６年度に向けて

23日（火） 片岡前会長葬儀参列（３名）

5月 13日（月） 	総会会場打合せ

20日（月） 新年度総会に向けて委任状授与

6月 18日（火） 今福皇大神宮で学校、後援会、在校生、同窓会、工事事業者による安全祈願

21日（金） 総会準備（総会物品搬送）

23日（日） 令和６年度同総会総会（ヒルトン大阪ホテル）

24日（月） 母校事務局・警備室・清掃作業室 挨拶

7月 7日（日） 全国高校野球選手権大阪大会（1回戦） vs 関西大倉

23日（火） 総会の集合写真配布とお礼

8月 5日（月） 第106回全国高校野球選手権大会桐蔭高校出場お祝い

9月 8日（日） 大阪産業大学 吹奏楽定期演奏会

16日（月） 今後の同窓会と副会長の役割

27日（金）４年ぶりの梧桐祭参加（各クラブ懇談）

10月 1日（火） 地域との評価委員会（古市１丁目自治会）

14日（月） 第１回くろがね編集会議

23日（水） 体育祭開会式　ラクタブドーム（5名）

24日（木） 体育祭閉会式　ラクタブドーム（4名）

11月 2日（土） ホームカミングデー　校友会総会・懇親会

17日（日） 第104回全国高等学校ラグビーフットボール大会大阪府予選決勝 vs 東海大仰星

19日（火） 役員・幹事会　第2回くろがね編集会議

12月 17日（火） 役員・幹事会　第3回くろがね編集会議

22日（日） 大阪産業大学・大阪産業大学附属高校吹奏楽部合同コンサート

会員データ
（令和7年4月1日現在）

●卒業生数　　　58,527名
●重複卒業生数　423名（中・高卒業）
●発行数　　　　25,000部

幹事さん大募集中！

090-8826-3636（大谷）
090-2341-0423（田邉）

連絡先

ただいま、同窓会幹事さんを募集しています。

令和7年
1月 13日（月） 新年会　がんこ（12名）

22日（水） 卒業式（卒業生541名）

2月 4日（火） 役員・幹事会　第4回くろがね編集会議（14名）

18日（火） 役員・幹事会　第5回くろがね編集会議（8名）

3月 4日（火） 役員・幹事会　第6回くろがね編集会議（10名）

8日（土） 3校合同懇親会校友会・桐蔭高校同窓会・産業大学附属同窓会

12日（水） 竣工式テープカット 試食会（４名）

16日（日） 桐蔭高校吹奏楽　フェスティバルホール

25日（火） 第7回くろがね編集会議（広済堂・事務長 12名）

28日（金） 産大附属高等学校定期演奏会（４名）

令和6年度 収支決算表
自 令和6年4月1日～至 令和7年3月31日

 （単位：円）

収
入
の
部

費　目 令和6年予算 令和6年実績 摘　要

前年度繰越金 17,008,980 17,008,980

入 会 金（1） 6,640,000 6,610,000 令和6年度定期入学 入会金

入 会 金（2） 50,000 30,000 令和5年度定期入学 入会金

年 間 会 費 500,000 579,500 年会費243名　永年会費4名

受 取 利 息 10,000 922 普通預金・定期預金利息

雑 収 入 250,000 180,000 寄付金等

預 り 金 250,000 240,000 くろがね53号広告掲載料

収 入 計 7,700,000 7,640,422

合 　 計 24,708,980 24,649,402
 （単位：円）

支
出
の
部

費　目 令和6年予算 令和6年実績 摘　要

会報発行52号 3,800,000 3,898,061 くろがね・編集・印刷・
発送・広告等

総 会 費 1,000,000 611,589 令和6年6月23日実施

会 議 費 100,000 89,887 役員・幹事会・会議等打合せ

懇 談 会 費 100,000 76,000 新年会・校友会・役員会等

活 動 費 1,000,000 847,373 体育祭助成各クラブ・
会への祝儀および交通費

同期会助成金 80,000 20,000 同期クラス会助成

管 理 費 760,000 755,700 名簿及びPC更新と管理

通 信 費 60,000 67,373 郵送・電話料・
アンケートはがき受取切手

旅 費 交 通 費 100,000 232,000 役員会・幹事会の交通費

慶 弔 費 20,000 43,100 慶弔費

事 務 用 品 費 200,000 65,320 事務用品費・中封筒作成

支払い手数料 55,000 12,694 振替口座・振込・
受取人払い手数料等

雑 費 25,000 27,260 残高証明・年賀等

予 備 費 200,000 0 各項目に該当しない臨時出費

周年行事積立金 1,000,000 1,000,000 令和1年より始める

支 出 計 8,500,000 7,746,357

次年度繰越金 16,208,980 16,903,045

合　　　　計 24,708,980 24,649,402
上記のとおり報告いたします。（令和7年3月31日現在）

Facebookへお誘い
母校の情報・クラブ活動の速
報を皆さんと共感しませんか。
Fac e b o o kの自己紹介に

「大阪産大附属高等学校に
在学して居ました」を必ず
入力ください。

管理者：S35年卒 大谷 和正
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 高校在校生1,974名に（在籍数の確認は4月1日現在）

　令和7年度より普通科（特進コースS）・国際科（情報コミュニケーション
コース）に新コースを設置しました。
　2月10日と18日に入学試験を実施し、712名にご入学いただきました。
　3月21日に実施した高校併願合格者の招集には83名が集まり（戻り率
9.9％）、女子の入学者数は専願と併願合わせて183名となりました（入学
者の女子比率は25.7％）。普通科特進コースが4クラス、進学コースは10
クラス、スポーツコース2クラス、国際科グローバルコース2クラス、情報
コミュニケーションコース1クラスとなり、合わせて19クラスとなりました。
　その結果、高校入学者の占める併願者の比率は全コース平均で13.2％
となっております。 

【各コースの併願入学者率】
ＡＳ Ａ 1 Ａ 2 Ｕ Ｐ Ｇ C 全体

32.0% 56.7% 40.7% 8.4% － 4.3% 11.1% 13.2%

 生徒募集にご協力を！

　ご家族またはお近くに受験を予定されている方がおられましたなら、
ぜひ母校の受験をお勧めいただきますようよろしくお願い申し上げます。
　また、新年度を迎えた校内では、生徒たちが勉強やクラブ活動に取り
組んでいます。
　同窓会の皆さん、是非一度母校へお立ち寄りいただき、後輩たちの活
動をご覧ください。

 各種証明書類の発行について

　各種証明書は 事務部にて発行します。
●‌�窓口ですぐにお渡しできないものもありますので、来校される場合は、
事前にご確認ください。
　※すぐにお渡しできるのもであっても場合によってはお時間を要する場合があります
　＜すぐにお渡しできるもの＞　卒業証明書　等
　＜すぐにお渡しできないもの＞　�調査書、成績証明書、単位修得証明書、

英文の証明書類　等
●�郵送希望の場合は、次の①、②、③を同封して、事務部にお申し込み
ください。
　なお、返信用の封筒は不要です。
　　①証明書発行願（ホームページからダウンロードできます。）
　　②手数料と送料の合計金額の切手
　　③本人確認書（運転免許証等）の写し
　＜手数料＞　卒業証明書、成績証明書、単位修得証明書：100円
　　　　　　　調査書：200円　英文卒業証明書：300円
　　　　　　　英文成績証明書：500円
　　　　　　　各ー通あたりの手数料です。
　　　　　　　�詳しくは、大阪産業大学附属高等学校ホームページの「卒

業生の方」から「各証明書の発行について」お進みいた
だき、ご確認ください。

●窓口受付時間　平日８：45〜16：30、土曜日８：45〜13：00
※�学校行事の都合で臨時休校となる場合がありますので、ご注意ください。
　ご不明な点は事務部までお問い合わせください。
　TEL. 06-6939-1491（代）

 進路指導より

　令和6年度卒業生の進路状況と大学合格実績は、下表の通りです。進路
状況については、昨年度に比べると、4年制大学や短期大学に進学した生
徒は全体の86%でした。専門学校に進学した生徒は全体の7%でした。
　また、大学合格実績につきましては、国公立大学に現役で11名が合格
しました。
　大阪産業大学への入学者は104名でした。今年度も産大特別推薦説明会
（7月）に加え、産大学部学科説明会（6月）を実施するなど、高大連携
を強化してきました。今後もなお一層、大阪産業大学との高大連携の強
化を図っていきたいと思っております。
　今後も一人一人の生徒が自らに適した進路を選択し、将来の活躍に繋
げることが出来るように指導していきたいと考えております。

 （進路指導部） 

令和6年度卒業生進路状況

項目　　　
科 普通科 国際科

合計
特　進 進　学 スポーツ グローバル

卒業生数 129 299 68 45 541

進
　
学

大 　 学 119 249 58 39 465
短 　 大 9 2 11
専 門 学 校 5 28 5 2 40
そ の 他 5 11 2 18

計 129 297 63 45 534

就
　
職

官 公 庁
運 輸 関 係
金 融 関 係
建 設 関 係
製 造 関 係 2 2
販 売 関 係
サ ー ビ ス 1 3 4
家業・その他 1 1

計 2 5 7

令和7年度入試　大学別合格状況と過去実績　　　　　 合格者数は延べ数

大学名
合　格　者　数

令和7年度入試 令和6年度入試 令和5年度入試
大阪産業大学 153 238 215
京都工芸繊維大学 1
大阪教育大学 3
奈良教育大学 1
兵庫教育大学 1
京都教育大学 1
和歌山大学 1 2
奈良県立大学 1
兵庫県立大学 1 1 2
滋賀県立大学 1
岡山大学 1
山口大学 1
香川大学 1 1
高知大学 1
愛媛大学 1
秋田大学 1
長野大学 1
島根大学 2 2
熊本大学 1
広島市立大学 1
愛知県立大学 1
福知山公立大学 1 1 1
北見工業大学 1

国公立大学計 11 16 8
関西大学 16 23 31 
関西学院大学 8 32 11 
同志社大学 3 3 3 
立命館大学 7 13 6 

関関同立計 34 71 51 
京都産業大学 19 37 34 
近畿大学 80 65 44 
甲南大学 2 12 
龍谷大学 102 56 47 

産近甲龍計 201 160 137 
関西外国語大学 26 24 31 
京都外国語大学 8 3 13 
佛教大学 12 12 20 

 計 46 39 64 

学校のページ学校のページ

─ 第79回梧桐祭 ─
9月26日（金）開催予定！

※状況により日程が変更される場合があります
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【永年会費】
平成30年度
Ｓ24	 大道　　進
Ｓ31	 寺前　　章
Ｓ35	 大谷　和正
令和元年度
Ｓ23	 畑　　昌三
Ｓ23	 小池　明雄
Ｓ31	 福岡　四郎
Ｓ33	 西野　　明
Ｓ35	 井上　圭司
Ｓ35	 川口　正徳
Ｓ53	 勇　　浩司
Ｈ5	 川村　光雄
令和２年度
Ｓ29	 上殿　貞義
Ｓ33	 道上　武男
Ｓ39	 亀川　清吉
Ｓ41	 春田　誠一
Ｓ41	 竹本　秀一
Ｓ45	 市橋　　守
Ｓ50	 後山　弘義
Ｓ52	 田中　信良
Ｓ56	 西川　隆朗
Ｓ57	 河合　富夫
Ｓ60	 千葉　忠隆
Ｓ62	 義久　高司
Ｈ2	 堀川　安晴
令和３年度
Ｓ21	 山下　捨夫
Ｓ30	 勇上　隆司
Ｓ31	 前西　勝治
Ｓ33	 氏本　徳博
Ｓ35	 青木　治雄
Ｓ35	 木村　大成
Ｓ35	 田村　泰広

Ｓ36	 波多野利信
Ｓ38	 梶原　　勝
Ｓ39	 辻野　孝治
Ｓ40	 田邊　正喜
Ｓ41	 伊藤　圭郎
Ｓ41	 大槻　芳久
Ｓ41	 内藤　和男
Ｓ43	 田中　逸夫
Ｓ44	 竹本　秀一
Ｓ49	 上田　正一
Ｓ53	 岡田　光司
Ｓ56	 中村　祐一
Ｓ56	 福岡　進一
Ｓ57	 玉置　正雄
Ｈ１	 早坂　辰巳
令和4年度
Ｓ34	 矢田　　勲
Ｓ34	 小川　和彦
Ｓ35	 半野　三夫
Ｓ38	 中屋　兆二
Ｓ38	 菊一憲司郎
Ｓ40	 村中多位剛
Ｓ41	 原田　重雄
Ｓ56	 東野　武久
Ｓ61	 竹本　　勲
Ｓ62	 遠藤　　敬
Ｈ22	 内山　　啓
令和5年度
Ｓ30	 上田　直忠
Ｓ33	 小川　和彦
Ｓ38	 松村陽一郎
Ｓ43	 鈴木　　昇
Ｓ43	 福山　　力
Ｓ45	 吉峯　一光
Ｓ60	 草場　光博
Ｈ26	 木村　洸凱

令和6年度
Ｓ36	 堀田　資郎
Ｓ44	 𠮷本　正志
Ｓ47	 一貫坂　彰
Ｓ57	 小島総一郎

【令和6年度年会費】
Ｓ20　樋口　文雄
Ｓ20　馬伏　昭二
Ｓ21　谷勝　光雄
Ｓ23　小林　正利
Ｓ24　大角　　実
Ｓ26　西野　千冬
Ｓ26　松野　太郎
Ｓ27　都築　倍彬
Ｓ29　中村　順一
Ｓ30　上田　直忠
Ｓ30　松尾　省三
Ｓ30　栄元　利彦
Ｓ31　濱　　　茂
Ｓ31　中野　　脩
Ｓ31　乾　　　勝
Ｓ31　粟野　外治
Ｓ31　樽本　文男
Ｓ31　福岡　四郎
Ｓ32　森本　勝之
Ｓ32　髙折　秀夫
Ｓ32　𠮷川　一夫
Ｓ33　西川　景朗
Ｓ33　井澤　眞司
Ｓ33　宇田　武司
Ｓ33　枡田　　清
Ｓ33　田高田登二
Ｓ34　藤林　莞也
Ｓ34　岡野　　忍
Ｓ34　佐々木　守

Ｓ34　塩飽　利一
Ｓ34　浦東　武士
Ｓ34　若木　　愿
Ｓ34　野村　洋吉
Ｓ34　柴田　輝雄
Ｓ34　古川　正照
Ｓ34　石田　隆章
Ｓ34　松浦　安夫
Ｓ34　東　　輝一
Ｓ34　松井　道一
Ｓ34　髙瀬　光弘
Ｓ34　久野　良夫
Ｓ34　佐本　義一
Ｓ34　西村　修二
Ｓ34　佐々木　峻
Ｓ34　竹田　辰男
Ｓ34　今道　喜徳
Ｓ34　川口　八朗
Ｓ34　大野　泰宏
Ｓ34　村上　喜信
Ｓ35　大谷　和正
Ｓ35　中村　増一
Ｓ35　近藤　勝行
Ｓ35　梶原　幹男
Ｓ35　居川　和敏
Ｓ35　八木　孝夫
Ｓ35　水口　洪二
Ｓ35　宮崎　宗仁
Ｓ35　中井　良雄
Ｓ35　霜田　勝敏
Ｓ35　井上　圭司
Ｓ35　安井　宏一
Ｓ35　木下　政博
Ｓ35　大内　雅雄
Ｓ35　中塚　誠一
Ｓ35　小林　孝之
Ｓ35　牧田　　弘
Ｓ35　大槻　雅弘
Ｓ35　小林　正治
Ｓ35　山本　勝紀
Ｓ35　三角　勇治
Ｓ35　大村　太郎
Ｓ35　平城　文夫
Ｓ35　小西　　了
Ｓ35　熊倉　和夫
Ｓ35　中村　文昭
Ｓ35　眞田　康弘

Ｓ36　山田　卓雄
Ｓ36　山内　章吾
Ｓ36　青野　勝利
Ｓ36　黒田　健一
Ｓ36　谷所　昭三
Ｓ36　出立　末男
Ｓ36　種房　寿明
Ｓ36　奥井　康弘
Ｓ36　坂下　裕一
Ｓ36　大越　博明
Ｓ37　小林　　茂
Ｓ37　松浦　専二
Ｓ37　近藤　義雄
Ｓ37　辻盛　義三
Ｓ37　石嵜　　武
Ｓ37　畠山眞一郎
Ｓ37　塚　　眞次
Ｓ37　相賀　　勝
Ｓ37　森田　康正
Ｓ37　前川　勝行
Ｓ37　中澤　　章
Ｓ38　福本　　実
Ｓ38　石脇　　修
Ｓ38　横山　弘毅
Ｓ38　戸梶　純司
Ｓ38　木村　桂治
Ｓ38　中村　秀樹
Ｓ39　山岡　鉄昭
Ｓ39　治良　輝男
Ｓ39　井上　孝雄
Ｓ39　柏木　　正
Ｓ39　田中　敏則
Ｓ40　白井喜代和
Ｓ40　小林　秀夫
Ｓ40　西尾　峯継
Ｓ40　大内　榮三
Ｓ40　鷲　　幸雄
Ｓ41　伊藤　圭郎
Ｓ41　札場　　博
Ｓ41　西奥　文雄
Ｓ41　山本　浩之
Ｓ41　井上　正章
Ｓ41　美内　照男
Ｓ41　神戸　紀侑
Ｓ41　多田　光一
Ｓ41　中西　隆清
Ｓ41　南村　吉秀

令和６年度

会費納入者の皆様
（数字は卒業年度）
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Ｓ41　石田　政雄
Ｓ42　井上　清治
Ｓ42　光本　好雄
Ｓ42　西森　一雄
Ｓ42　岡澤　廣幸
Ｓ42　溜井修一郎
Ｓ43　大島　容一
Ｓ43　橋本　博光
Ｓ43　中込　博文
Ｓ43　神田　昭男
Ｓ43　小西　利隆
Ｓ43　山田　哲雄
Ｓ43　柴原　延行
Ｓ44　堀江　　滋
Ｓ44　谷　　聖一
Ｓ44　久富　明雄
Ｓ44　林　　茂樹
Ｓ44　金井　　章
Ｓ44　林　　好治
Ｓ45　岡野　和也
Ｓ45　由元　逸次
Ｓ45　岡﨑　昭雄
Ｓ45　岡部　訓三
Ｓ45　江南　利秋
Ｓ45　倉　　　猛
Ｓ46　草野　　勇
Ｓ46　前川　　豊
Ｓ46　近川　吉延
Ｓ46　立田　龍助

Ｓ46　田中　識章
Ｓ46　田中　壽一
Ｓ46　樋上　千壽
Ｓ47　山添　　司
Ｓ47　金谷　友晴
Ｓ47　中岡　　務
Ｓ48　吉田　潤二
Ｓ48　蔵田　　誠
Ｓ48　畑尻　幸一
Ｓ48　西尾　明憲
Ｓ48　土手下正明
Ｓ48　堀江　光治
Ｓ48　福本　　勉
Ｓ48　東口　　進
Ｓ48　武田　好司
Ｓ48　南　　昌宏
Ｓ48　藤戸　詳二
Ｓ49　髙原　　淳
Ｓ49　奥野　治男
Ｓ49　阪東　　勇
Ｓ49　米田　洋一
Ｓ49　北畑　　正
Ｓ49　中瀬　知春
Ｓ50　土岐　恭生
Ｓ51　中山　伸治
Ｓ51　相馬　友行
Ｓ52　村島　　勝
Ｓ52　青野　康雄
Ｓ52　木村　庄一

Ｓ53　前田　博文
Ｓ54　市場　孝士
Ｓ54　長﨑　髙明
Ｓ54　田渕　精一
Ｓ54　森　　文彦
Ｓ54　佐々木政博
Ｓ54　上出　昇栄
Ｓ55　山中　正夫
Ｓ55　新村　和久
Ｓ55　福本　健司
Ｓ55　中村　　悟
Ｓ55　坂本　秀樹
Ｓ55　舩曳　安範
Ｓ55　木村　浩行
Ｓ56　西川　一孝
Ｓ56　棚家　雅一
Ｓ56　伊藤日出喜
Ｓ57　峰本　耕司
Ｓ57　竹井　宏和
Ｓ57　河野　道宜
Ｓ57　大平　信之
Ｓ57　炭本　勝堅
Ｓ57　鈴木　英孝
Ｓ58　笠間　優雄
Ｓ58　山本　忠史
Ｓ58　丸岡　光弘
Ｓ58　為島　勝行
Ｓ58　大城　成憲
Ｓ58　坂本　　哲

Ｓ59　望月　常彦
Ｓ60　西田　文彦
Ｓ61　下北　久嗣
Ｓ61　竹本　　勲
Ｓ61　海老　智史
Ｓ62　吉田　政之
Ｓ62　井上　憲文
Ｈ１　早坂　辰巳
Ｈ２　居川彰次郎
Ｈ２　森脇　幸典
Ｈ５　本田　忠行
Ｈ５　藤原　　猛
Ｈ６　小河　元季
Ｈ７　宮前　佳昭
Ｈ８　大久達之助
Ｈ10　大木　　喬
Ｈ14　山中　一史

Ｈ17　山本　晃守
Ｈ20　車　　勇樹
Ｈ20　川尻　利幸
Ｈ20　今村　史彦
Ｈ20　片本　　裕
Ｈ22　山本　貴大
Ｈ25　石島　大弐
Ｈ25　中村　勇太
Ｈ26　有田　　照
Ｈ26　大橋　龍一
Ｈ26　西岡　龍星
Ｈ28　奥村　　元
Ｈ30　矢田　　勲
Ｈ31　月波　誠稀
Ｒ２　山田起理也
Ｒ３　青木　龍我

多くの同窓会会員の皆様から年会費をお振込み

していただきありがとうございました。

会員の有志には数年分（永年会費）をまとめて

お振込みをいただきました。感謝申し上げます。

年会費は、同窓会の運営上とても大切な財源

になっています。

年会費をお忘れの方にはぜひお振込願いますよ

う何卒よろしくお願い申し上げます。

同窓会会長　大谷 和正

※�郵便局振込票を参考にお名前を掲載させていただきましたが、掲載
漏れやフォントの特性上旧漢字が正しく表示されていない方があるか
もしれません。ご容赦下さい。

取締役会長

バン・トラック商用車プロショップ

春田誠一

有限
会社 春田自動車

大阪市西成区南津守5-9-27
TEL:06-6659-2215
http://harutacars.co.jp/

社会福祉法人真清福祉会
（保育園・老人ホーム運営）

〒572-0055
寝屋川市御幸東町 9-2
Tel:0728271333
Phone:09090413094
gouda-s@proof.ocn.ne.jp

理事長　合 田  裕 実

和洋庭園・設計施工・管理

三木梅香園株式会社

代表取締役

 三木　康生

〒547-0035 大阪市平野区西脇1丁目4番3-105号
TEL. 06-6701-7507　FAX. 06-6701-1200
〒581-0864 大阪府八尾市山畑376番地

TEL. 072-941-0578　FAX. 072-943-7273　携帯 090-4493-7626
E-mail：miki-baikouen@herb.ocn.ne.jp

コミュニケーションサーバ（UNIVERGE）、
セキュリティシステム、PCサーバ（Express5800）

LAN、WAN、ワイヤレスLAN、ネットワークの設計、販売、施工、保守

代表取締役　髙木　健

本　　社 大阪市中央区北浜4丁目７番19号（住友ビル3号館）
 TEL.（06）6209‒3331
東京支店 東京都千代田区内神田1丁目17番9号（TCUビル）
 TEL.（03）6273‒7361

ＮＥＣ販売特約店

　 タカギエレクトロニクス株式会社
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Ｓ29年電気科卒　枚方市
中村　順一

昭和29年度卒業は米寿を過ぎました
が、残念なことに消息が判りません。
みんな元気にしていますか。案内状
の来るのが遅かったので予定が入っ
てまして欠席ということに。

Ｓ29年機械科卒　大阪市
上殿　貞義

今年５月で89才になりましたが、正
月より大腸癌の様子があるとのこと
で４月入院し接除し、いまは養生中
淀川区の老人会もあり十分な活動が
できず毎日が生き人生と思っています。

Ｓ30年業務科卒　枚方市
上田　直忠

きままに生かしてもらって居ます。

Ｓ31年業務科卒　兵庫県尼崎市
粟野　外治

くろがね52号の送付ありがとう。次
回も楽しみにしております。歳相応
にボチボチ過ごしております。

Ｓ32年業務科卒　東大阪市
森本　勝之

ソフトボール部の創部は昭和30年で
す。府民大会に出るため中西先生と
私で創部しました。

Ｓ33年業務科卒　東京都調布市
田高田　登二

くろがね楽しみにしております。相
変わらずＧゴルフ、マージャン楽し
んでいます。

Ｓ33年機械科卒　奈良県奈良市
西川　景朗

くろがね52号ありがとうございます。
奈良で美味い米（ヒノヒカリ）を60
ａ程度耕作しています。地域の防犯
活動（青パト）してます。

Ｓ34年業務科卒　平野区
塩飽　利一

毎年12月に夫婦で歌いに行ってる「サ
ントリー１万人の第九」を昨年末は
アメリカから娘が見に来てくれました。

Ｓ34年業務科卒　大阪市
大野　泰宏

この９月で御年84才になります。何
と八十路とは、まさに“人生特恵”です
ね。これからも精一杯世のため、人
のためがんばる所存です。同窓会の
益々の発展を祈っております。

Ｓ34年電気科卒　京都府亀岡市
村上　喜信

年日のたつのは早いもので、現在83
歳。足腰はめっきり弱くなりました
が、同窓会とか、いろんな会合に出
かけドキドキ、ワクワク感動しなが
ら楽しくすごしています。今年もまた、
青春時代を思い出しながら、ドキド
キワクワクしたいと思っています。

Ｓ34年電気科卒　豊中市
佐々木　守

くろがね52号ありがとうございます。
母校への益々の御発展を願っており
ます。私は元気で毎日送っています。

Ｓ34年土木科卒　兵庫県尼崎市	
藤林　莞也

園田北小学校の体育館で毎週日曜日
9:30～12:00まで卓球しています。
母校の100周年まで実践したいです。
84才のモットーは優柔不断です。

Ｓ35年業務科卒　奈良県奈良市
水口　洪二

”くろがね”を楽しみに拝見させて頂い
ております。部活に励んでいる皆さん、
目標達成に向けて頑張って下さい。

Ｓ35年Ｍ科卒　奈良県生駒市
安井　宏一

人生無駄なものは何もない。今年も
前を向いて進みましょう。

Ｓ35年機械科卒　鳥取県鳥取市
山本　勝紀

くろがね有難うございます。学校の
更なる発展と同窓会の発展とお祈り
申し上げます。

Ｓ35年業務科卒　奈良県生駒市
三角　勇治

大谷理事御目出度う。片岡様御苦労
様でした。後は、健康、幸せにて。

Ｓ35年機械科卒　貝塚市
中塚　誠一

くろがね52号の送付有難うございま
した。今回（No.52号）は在校に入っ
ていました鉄道研究部が表紙になっ
ていて我が家の近くを走る水間鉄道
が掲載されていて感激しました。有
難うございました。鉄研部部室も立
派に成っていますね。現在82才で頑
張っています。

Ｓ35年Ｂ科卒 京都府京都市	
平城　文夫

私達じいさん、ばあさんは認知症で
すが補い合って生きています。同じ
クラスだった大谷、木村君、頑張っ
ておられる事うれしく思います。片
岡前会長ありがとうございました。

Ｓ35年業務科卒 京都府木津川市
大谷　和正

会長になりました。どうぞよろしく
お願いします。グランドゴルフ、頑
張っています。

Ｓ36年業務科卒　京都府久世郡久御山町
黒田　健一

昭和36年卒業、82歳となり同窓会を
本年５月実施、これを最終会としま
した。延べ14回目の開催でした。

Ｓ36年土木科卒　箕面市
大越　博明

くろがね52号ありがとうございます。
箕面市議会議員として取り組んでき
ました。北大阪急行電鉄有北線が開
通しました。「卒業生は今！」をぜひ
ごらんください。

このコーナーでは、会員のみなさんからの「メッセー

ジ」をできるだけ多くいただけるよう願っています。

総会に出席できる方が限られていますので、「くろ

がね」紙面上に、欠席された方の「メッセージ」を紹

介し、交流を深めましょう。「こんな話」など、投稿も

大歓迎です。（編集委員会）

北から
　南から

令和６年度
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Ｓ36年電気科卒　河内長野市	
谷　博文

元職場の退職式「大交歩く会」に参
加して今はこの１年国道１号線を北
浜より区割して京都に向かって京橋
とか関目とか古市のなつかしい名前
と昔をしのんで１人思い出にしたっ
て楽しい歩きをしています。他の人
と違ってしんどくはありません。

Ｓ37年機械科卒　京都府宇治市	
前川　勝行

80才を超えた現在も６～７名ですが
食事会やゴルフ会を楽しんでいます。

Ｓ37年土木科卒　京都府長岡京市
中澤　章

大変遅くなり済みません。宜しく。

Ｓ38年機械科卒　吹田市
戸梶　純司

会報「くろがね」有難うございます。
母校の発展と活躍ぶりに大変嬉しく
思います。また「北から南から」のメッ
セージはいつも楽しみです。Ｓ38年
機械科１組の皆様、お元気ですか。
今年80才を迎え未だ仕事や週末の菜
園に精を出しています。今年は同窓
会長が交代されますが、それぞれに
お礼申し上げます。今後も、母校の
益々の発展と同窓生や役員幹事並び
に会報編集の皆様のご健勝をお祈り
します。

Ｓ38年業務科卒　高槻市
福本　実

くろがねありがとうございます。昨
年はアメフト対立命館宇治、ラグビー
対関大北陽、野球履正社戦に応援に
行きました。大産大府高ガンバレ!

Ｓ39年自動車科卒　豊能郡豊能町
柏木　正

総会のご盛会をお祈りします。コロ
ナで中断していたクラス会（39会）
を亀川氏の大変な骨折で、久しぶり
にホテルロヤルクラシック大阪レス
トランで開催していただき、９名が
参加し、色々の情報交換をしながら、
二次会でカラオケを楽しみ、充実し
た一日が過ごせました。

Ｓ40年業務科卒　大阪市
白井　喜代和

「くろがね」の送付ありがとうござ
います。母校の益々の御発展を祈念
いたします。今年78才になりました。
元気に過ごしております。

Ｓ41年電気科卒 兵庫県伊丹市	
南村　吉秀

いつもお世話になります。「くろがね」
ありがとうございます。今は仕事と
もゴルフも頑張っています。

Ｓ41年自動車科卒　大阪市
春田　誠一

くろがね52号に卒業生は今！掲載し
て頂き、ありがとうございます。今
後共、よろしくお願いします。

Ｓ42年自動車科卒　兵庫県西宮市
光本　好雄

いつも「くろがね」お届け頂きあり
がとう。毎年「くろがね」をみるた
びに僕の素晴らしい高校・青春時代
の思い出がなつかしいです。お陰様
でとてもいい人生を歩ませて頂いて
おります。これからもよろしくお願
いします。

Ｓ42年普ー３科卒　枚方市
井上　清治

「くろがね」楽しみにしています。
ありがとうございます。今後も、学
校の更なる活動と同窓会の発展をお
祈り申し上げます。元気に過ごして
おります。

Ｓ44年機械科卒　守口市
久富　明雄

同窓会会報誌「くろがね52号」あり
がとうございます。毎回、楽しみに
しています。44年卒業の機械科３組
も森本学級のクラスメイト達は元気
かな我々も今年から後期高齢者の仲
間入りですね。それぞれ険しい人生
峠を登ってきて、みんな「いい顔」
になっていると思います。もう一度、
森本先生をはじめ、当時のクラスメ
イト全員が教室に座っている景色が
観たいですね。これからも大好きな
言葉、「偉大なる凡人たれ」を目指し
て、元気に毎日を過して行きたいです。

Ｓ44年業務商業科卒　奈良県生駒市
林　好治

いつも楽しく拝見させて頂いており
ます。ありがとうございます。

Ｓ44年普通科卒　八尾市
福岡　雄太郎

最近は1956年から現在までの洋楽
ヒット曲の収集をして、楽しんでい
ます。

Ｓ45年普通科卒 奈良県橿原市
岡野　和也

くろがね作成には大変ご苦労様です。
ありがとうございます。毎号楽しみ
にしています。

Ｓ46年電気科卒　千葉県柏市
田中　識章

くろがねいつも楽しみにしています。
かいごタクシーを開業して10年余。
もう少しやります。

Ｓ46年電気科卒　京都府八幡市
近川　吉延

透析歴27年になりますが、透析患者
会の組織であるNPO法人大腎協の理
事として活動しています。

Ｓ47年普通科卒　兵庫県三田市
中岡　務

いつも「くろがね」のご送付ありが
とうございます。同窓会の益々のご
発展をお祈りいたします。

Ｓ47年普通科卒　堺市
金谷　友晴

「くろがね」いつもありがとうご
ざいます。今年こそ、久しぶりに
母校の梧桐祭に行こうと思います。
E.S.S.部、鉄道研究部に寄せてもらい
ます!!

Ｓ48年機械科卒　兵庫県尼崎市
西尾　明憲

まだ現役の医療従事者として頑張っ
ております。美顔鍼のクライアント
が多くなりました。22才～83才まで
のクライアントがいます。
それと三宅君、私の事は覚えていま
すか？私はよく覚えていますよ。
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Ｓ48年Ｃ２科卒　貝塚市
三宅　文夫

くろがねに携わるスタッフの皆様に
感謝申し上げます。私の郷土（岸和田）
周辺では９月に行われる岸和田祭り
前の「入魂式」による、だんじり曳
行が、あちこちで行われています。
９月の第２土曜と日曜日が本番です。
待ち遠しいです。そこで、さいとう
君（いや吉田君やな）もし用事がな
ければ一度岸和田祭り見物に来てく
ださい。武士同士、一献酌み交わそうで。

Ｓ48年機械科卒
𠮷田（旧姓さいとう）潤三

48年卒業の應援團でM３のさいとう
です。川畑先生、村次先生、川口先生、
治郎堂先生、M3の皆様、来る6/22
（日）十三プラザホテルでの同窓会
お待ちしております。
プラザホテル：06-6303-1038
さいとう：090-8467-9836

Ｓ50年機械科卒　大阪市
土岐　恭生

同窓会総会のご盛会をお祈り致します。

Ｓ51年Ｅ科卒　大阪市
芝村　義夫

令和５年12月に定年退職しました。
45年勤め上げました。子供が関東に３
人いますので関東に行くことが多いです。

Ｓ52年普通科卒 大阪市
木村　庄一

常々、一度は同窓会の事は気にはな
りますがもう早くも卒業して、50年
近くになります。災害リーダーの委
任状の伝達式に５月11日に行って来
ました。あと５年の任期があります。
皆様の発展と健康を祈ります。永年
の鉄道校は今では共学校。なにやら
うらやましい気もあります。

Ｓ52年土木科卒　守口市
青野　康雄

年金を、もらえる年令になり体力の
衰を感じます。

Ｓ54年電気科卒　奈良県生駒市
森　文彦

昨年、担任の鈴木博先生と近しい友
人とお会いし先生の元気なおすがた
を拝見いたしました。これからも先
生お元気で！

Ｓ54年商業科卒　東京都国分寺市
上出　昇栄

「くろがね」をいつも楽しみにして
います。在学中はソフトボール部で
活動していました。これからもよろ
しくお願いします。

Ｓ57年商業科卒　堺市
小島　総一郎

JRを定年退職いたしました。シニア
社員でもう少し働きます。母校の御
発展をお祈り申し上げます。

Ｓ57年土木科卒　奈良県大和郡山市
竹井　宏和

2024年４月１日付けで、卒業後42
年間勤務した国土交通省を退職いた
しました。〝くろがね”51号の「卒業
生は今！」はいい思い出となりました。
現在は設計コンサル会社で第二の人
生を歩んでおります。

Ｓ58年商業科卒　兵庫県伊丹市
大城　成憲

くろがねいつもありがとうございます。
今年60才になりました。元気に過ご
しております。母校は４年後100周
年になります。無事本校がますます
発展しますよう心からお祈りいたし
ます。

Ｓ60年Ｅ科卒　城東区
西田　文彦

同窓会事務局の皆様をはじめ母校の
発展を切に願っています。

60年電気科卒　兵庫県三田市
草場　光博

大学に勤務しております。お近くに
大学選びで迷っておられる方がおら
れましたらOBとして相談に応じます。
お気軽にご連絡下さい。

Ｓ62年機械科卒　大阪市
吉田　玖之

毎年くろがね誌どうもありがとうご
ざいます。Ｍ３のクラスメイト、鉄
道研究部にみなさんも同窓会総会に
来て下さい。お会いしましょう。鉄
道研究部も発展していますね。母校
の御発展を願っております。

Ｈ10年自動車科卒　枚方市
大木　喬

いつも通り、訪れた土地の話（観光
ネタ）等の話をしたいと思っている
ので、よろしくお願いします。
Ｐ.Ｓ. 琵琶湖周航の歌を吉田さんとカ
ラオケで歌いました。2023

Ｈ20年普通科卒　兵庫県芦屋市
片本　裕

いつもお世話になり、本当にありが
とうございます。お陰様で元気にやっ
ております。皆様、ご自愛下さい。

Ｈ25年普通科卒　大阪市
石島　大弐

出会いを大切に、良い縁に恵まれい
ろいろなことを体験し充実した時を
過ごしています。感謝！

Ｈ26年普通科卒　枚方市
大橋　龍一

施行管理士を目指して頑張っています。

左官工事・建築リフォーム工事

昭和47年普通科卒　大阪ウエイトリフティング協会 会長
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私の人生に、大変な影響を与えて頂いた恩師の思い出
　昭和30年第３学期に市制になったばかりの当時の南桑田
郡組合立亀岡中学校から転校してきました。まさに丹波の山
奥から田舎者が、大都市の大阪の中学校に転校したのです。
一抹の不安と都会への憧れが混在していました。この転校劇
には父親の強い意向があったのです。
　父は、対大正２年生まれで、地元の尋常高等小学校をでる
と実姉の嫁ぎ先である京都東山の古い京うちわ店に丁稚奉公
に出されました。いくら身内と言っても、随分辛かったようで
す。後で知ったのですが、旧制中学を出て、国鉄の機関士にな
りたかったようです。
　その後、父は地元の工場に就職し、そこで大阪に鉄道学校
が在ること聞きすぐに、転校手続きをしたのです。当時は、背
も低くまた、前は男女共学でしたので男子だけのいたずら盛
りの生徒の中で不安でしたが、すぐに慣れ、また担任だった瀬
島秀子先生の母親のようなやさしさに包まれ、さすがのいた
ずら坊主も素直なものでした。
　そして高等学校に進み、電気科３組の担任になられたのが
「窪田正憲」先生で京都の大学を出られ教職は我々のクラス
が最初だったようです。聞くところによると、先生の実家は、
播州赤穂の大きなお寺の長男だったようです。しかも教育に
大変な情熱を注いでおられ、個人としても東京のK大学院の
通信教育を受講されていました。表題の「私の人生に、大変な
影響をあたえて頂いた恩師の思い出」の恩師は「窪田先生」
のことで、実は「窪田先生」とは通常では考えられない不思議
なご縁があったのです。このことに付いては後述いたします。
　先生は、何故か私の向学心を察しられ、「人生は一生が勉
強であれ」と指摘をされました。１学年の終わりぐらいから、
私とA君にO大学を目指せ、そのため放課後に受験指導をす
ると言われ、数時間の補習授業をされました。残念ながら目
的の大学は無理でA君は別の大学へ、私の方はある大学の２
部への結果と成りましたが続ける事は出来ず国鉄の大阪鉄
道管理局に採用されました。数年経って東京のある大学を26
歳で受験し、幸いにも合格し大多数の若い高校新卒生に交じ
り、大切なそして充実した大学生活ができました。
　卒業後は、開通したての東海道新幹線支社に配属され東京
電気所勤務の後、東海道新幹線岡山開業に対応するため、大
阪電気所西明石支所に転属し博多開業の工事やメンテナンス
に携わりました。
　新幹線の設備の保守や工事は殆どが最終列車が終わった
後、夜中から初発電車の前まで行います。そのため勤務は通
常非番となることが多いので、私の向学心を知った知人が文

部省認可の放送大学があると進めてくれたのが入学のきっか
けです。たしか、平成７年４月の１学期だったと思います。選科
履修生（※）として専門の電気・電気通信の分野でなく経済
や法学、歴史学を学び平成７年度および８年度にかけて学習
し、最後に終了認定試験をうけ、計10単位を取得しました。
　その後、阪神・淡路大震災や業務多忙も重なり、休学してい
たが2023年から再入学し「歴史のなかの人間」を楽しんで受
講しています。ただし、数回の単位認定試験に失敗し、現在合
格のため努力しているところです。
　そして、冒頭に述べた私と窪田先生との縁は、窪田先生も
ご存じなかったようですが、あるとき「村上、京都東山の石束
を知っているか？」と尋ねられ「親戚で父親の姉（伯母）の嫁
ぎ先です。」と答えると「やはりそうだったのか。不思議なめ
ぐり合わせだな。」続いて伯母からも電話があり「喜信。正憲
さんから話を聞きびっくりした。悪い事は出来ないね！」との
事。そして、現当主（私の従兄）の美人の若嫁さんの従兄が実
は窪田先生だったのです。まさに奇跡の出会いと言えるので
しょう。
　下の写真は、2023年11月30日に実施された放送大学京都
学習センター学生研修旅行（ハイキング）で、訪れた京都鉄道
博物館で鉄道の歴史を、博物館のボランテイアガイドの方々
から親切な説明を受けました。

村 上  喜 信 （むらかみ よしのぶ）さん
昭和31年３月中学卒業・昭和３４年３月高等学校電気科３組卒業

卒業生は今!
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2024年3月23日
北大阪急行線南北線開業
　1961年大阪鉄道高校土木科を卒業。阪急電車に入社。箕
面市議会議員を歴任し、2008年に勇退しました。
　愛犬と全国をドライブしていましたが、81歳となりマイ
カーを廃車。毎朝のラジオ体操や箕面滝までの散歩、電車
でふらっと「知らないま〜ちを歩いてみ〜た〜い〜」と日
帰り小旅行をしています。また地域では青色パトロールに
よるこども達の見守り活動を行っています。
　友人たちも高齢となり旅行、ゴルフ、昼飲み会も回数が
減ってきた今日この頃です。
　2024年３月23日北大阪急行線南北線が開業しました。
大阪北部を走る北大阪急行線を千里中央駅から北へ2.5キロ
延伸し箕面船場阪大前駅と箕面萱野駅を新設し、バスター
ミナルには阪急バス路線が整備されました。
　私は、1992年8月箕面市議会議員に選出いただき、北大
阪急行線延伸事業推進に取組みました。
　箕面市総合計画には、国道新御堂筋と171号が交差する
地域に「箕面新都心」の計画があり、北急の延伸はまちづ
くりの必須条件でした。
　鉄道延伸は長期間を要し公共交通への公的支援と鉄道需
要の喚起が不可欠です。
　この間、私は市議会の交通対策特別委員会に所属し、鉄

道需要拡大につながる箕面市内における土地区画整理事業
や住宅開発の促進等のまちづくりを進めてきました。
　市議会や関係団体による推進会議では、鉄道事業の採算
性に係る需要予測、箕面線や千里線との競合リスク、公的
資金の確保等多くの課題がありました。
　箕面市と市議会が一体となり延伸への積極的な姿勢を示
すため、市条例で「北急延伸推進基金」を設置し、広域に
わたる自治体・大阪府・箕面市内公的団体・学校・民間会
社・市民団体で構成する「推進会議」を立ち上げました。
　阪急・北急・大阪府・近畿運輸局・国土交通省、さらに
初代国交大臣宝塚歌劇団出身の扇千景大臣にお会いし、北
急延伸への積極支援を要請しました。
　2007年私は箕面市議会議長として当時の冬柴国交大臣に
補助制度の改善と国費支援を要請、その翌年には橋下徹大
阪府知事との会談を行い、全国初となる「社会資本整備総
合交付金」を活用した鉄道整備となりました。
　2008年に４期16年の任期満了で議員を引退しました
が、一市民として北急延伸に強い熱意と期待を持ち、事業
推進に向けて尽力を続けてきました。
　2014年大阪府・箕面市・北大阪急行電鉄・阪急電鉄が事
業合意、2016年より鉄道工事が着手されました。
　私は2023年11月に千里中央駅からシールドトンネルが
開通した「箕面船場阪大前駅」（開削工法）および高架橋
の工事現場を視察し、今年２月には最新の設備が導入され
た「箕面萱野駅」及び「箕面船場阪大前駅」を見学しまし
た。
　2024年3月20日「北大阪急行電鉄南北線延伸線開業記念
式典」に招待いただきました。主催者挨拶では北急内芝社
長は「公共交通して沿線のまちづくりに貢献したい」と話
され、その他来賓の国交大臣や大阪府知事が祝辞を述べら
れ、開通テープカットに臨まれました。
　式典後は箕面船場阪大前駅から記念列車に乗り、箕面萱
野駅まで往復し高架の車窓から箕面の我が家のまち並みを
望み、総合計画から56年長年の悲願がかない感動を覚え感
無量でした。
　３月23日に念願の開業を迎え、箕面萱野駅５時19分発な
かもず行１番列車に乗車しました。
　北大阪急行線（鉄道）の延伸は、国・大阪府・箕面市の
行政機関と、鉄道会社・地域住民等多くの皆さんの熱意と
努力で開業しました。
　大阪鉄道高校、電鉄出身の議員としてまちづくりの基本
である公共交通の充実・利便性の向上に携わることが出来
ました。
　原稿を書き終えたので地域活動の青色防犯パトロールに
行ってきます。

大 越  博 明 （おおこし ひろあき）さん
昭和36年大阪鉄道高等学校土木科卒業

卒業生は今!

■ 略　歴
昭和17（1946）年	 12月9日生まれ（81歳）
昭和36（1961）年　阪急電鉄株式会社入社
昭和46（1971）年　阪急電鉄労働組合専従
平成 ４ （1992）年	 箕面市議会議員　
平成19（2007）年	 箕面市議会議長
	 全国競艇主催地議会協議会会長　
平成26（2014）年	 旭日双光章受賞
地域では、消防団分団員・ボーイスカウト団委員・青少
年指導員・PTA会長・自治会会長・近畿警察友の会箕面
支部会員・養護老人ホーム理事を務める。
現在青少年を守る会相談役。

学生時代の大越さん市議会議員時代の
大越さん
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“元気”を育てる場所
―チアを通じて
　　  　　伝えたい想い

スポーツアラカルト
教員インタビュー

■ サッカーとの出会いは「カズ選手への憧れ」から
サッカーを始めたのは中学生の頃。Jリーグ創設当時、三浦知良
選手のプレーに魅了され、サッカー部に入部したのがきっかけ
だったそうです。
「小学校まではソフトボールをやっていましたが、中学ではフォ
ワードとしてサッカーにのめり込みました。」
■ 産大高校への進学を決めた原点
中西先生が本校へ進学した背景には、高校サッカー大阪予選で
の衝撃の記憶がありました。
「中学3年の時、産大高校が大阪予選の決勝で惜しくも敗れた
姿を見ました。『負けたこの学校で、全国大会を目指してみた
い』。そう思い、進学を決めました。」
■ 25歳で母校にコーチとして戻り監督に就任、
　 生徒とともに成長
25歳のとき、当時のサッカー部顧問の異動をきっかけに、外部
コーチとしてチームに関わり始めた中西先生。やがて非常勤講
師として指導に携わり、現在の監督としての立場へ。

「最初は一緒にプレーしながら、生徒たちにアドバイスをしてい
ました。監督になってからは、チーム全体を俯瞰しながら、選手
一人ひとりの個性を伸ばせるよう心がけています。」
■ 生徒と向き合う人間教育
「高校サッカーを通じて、人間性を育てていきたい。それが教員
としての使命だと思っています。」
中西先生は、生徒たちと対話を重ねながら、毎年新たなチーム
の目標を生徒たちで設定しています。昨年度のチーム課題を見
直し、今のチームとして何を目指すか、個人としてどこを高めて
いくか。すべてを生徒自身に考えさせ、自ら行動できるよう導い
ているのです。
「試合で勝つことだけがすべてではありません。トップチームに
勝つ力、戦術を自分たちで組み立てる力、そして日常生活で
リーダーシップを発揮する力――そうした“自立”こそ、これから
の社会で生きる力になるはずです。」
■ サッカーに、教育人生をかけて
最後に、先生の言葉が印象的でした。
「私は、サッカーに人生をかけています。でもそれは、勝ち負け
以上に“人を育てる”という意味で。国立を目指すその先に、生
徒たちの人間的な成長があると思っています。」
全国大会への出場はあくまで通過点。産大高校サッカー部は、
これからも中西先生とともに、技術だけでなく“人間力”を鍛え
ながら歩み続けます。

■ チアリーディングとの出会い
箛田先生がチアリーディングを始めたのは、純粋に高校部活案
内で先輩方の演技を観て楽しそう思い、興味からチアリーディ
ング部に入部されたそうです。
しかしながら、「夏休みは毎日、朝9時から夜まで練習があり、辞
めたいと思うこともありました」と当時を振り返ります。
■ 産大高校監督就任のきっかけ
大学4回生の時、大阪産業大学のチアリーディング部からコー
チの依頼があり、指導資格も持っていたことから快諾。しかし、
実際に現場に赴くと、部員はゼロ。
「部員がいると聞いていたのに…」と驚きつつも、校門でチラシ
を配るなど、自ら部員集めからスタート。その後、大学の事務長
と話す中で、高校にチアリーディング部を創部する話を聞き、ま
ずは高校での指導を開始しました。
高校生には基本から丁寧に、大学生には自主性を尊重する形
で、それぞれの年代に合わせた指導を行い、土日は高校生と大
学生の合同練習も行っていました。

■ 指導方法の変化
「20代の頃は勢い任せで指導していた」と話す菰田先生。部員
がたった4人しかいない中でも、アメリカンフットボールの全国
決勝・クリスマスボウルでの応援演技に挑戦したといいます。
30代に入り、指導にも変化が。「今は生徒との話し合いを大切
にしています。チアを通じて、元気な社会人に育ってほしいと
願っています。」
■ 今後の目標
「全国大会の決勝に出場すること」。それが今の目標です。
チアリーディングは本来、室内での演技競技ですが、産大高校
では日常的に校庭で練習を行っており、大きな声を出しながら
の演技力を磨いています。
「屋外練習で得た声量や体力を武器に、これからも完成度にこ
だわっていきたいです」と力強く語ってくださいました。
■箛田先生にとっての“チアリーディング”とは？
「演技をしても、観ても元気になれるもの」
チアリーディングの演技には16人のメンバーが必要ですが、
当初は少人数での活動が続いていました。その中でも、仲間と
切磋琢磨しながら練習を積むことが、今の自信や信頼関係の基
盤となっています。
「初心者からでも十分やっていける。大切なのは一生懸命に取
り組む姿勢。そして、信頼関係です。」
そう語る先生のまなざしからは、チアリーディングが単なる部
活動ではなく、“人間形成の場”であるという強い想いが伝わっ
てきました。

監督 箛田 由佳先生に聞くチアリーディング部 

監督 中西 幸司先生に聞くサッカー部監督

全国を目指す、
　　その先にある
　　　　“人間教育”
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　「とても一泊には不安が」「自分は良くても家内が」な
ど、寄る年波には勝てずで、昼食会での開催を計画しま
した。それも、果たして何人集まれるかで常連メンバー
を軸に打診したところ、何とか 10 名参加の目処が立つ
というので、案内状を出しました。結果９名を確認した
ところが、直前になって２名が体調不良で欠席し、７名
での開催と成りました。
　11 月 26 日 11 時に大阪駅前ホテルヒルトンプラザ６
階に集い、お互いの再会を喜び合いながら、12 時から
２時間余り、昼食懇談会と成りました。
　先ずは自分の健康具合や暮らしぶりを談笑しながら、

家内に先立たれた孤独な暮らしの大変さ、立ち直れない
中での苦労話は、我がこととして聞き語り合いました。
それが最良の励ましとなって、また来年も…の話にもつ
ながり、こんな形のクラス会も意義があることを確認し
て、やっぱり一人でも多く参加してもらえるように、電
話・メール・ラインなどで可能なつながりをつけ合おう、
例え 10 名に達しなくても出会う楽しみは続けよう、と
約束し合いました。
　宴会の最後に、34 年卒 E-1 クラス全員 50 名の顔を
思い浮かべながら、未だ暗唱している呼名点呼をとり、
出席者のみ「はい」と応えて 66 年前の教室の懐かしみ
を味わいました。

（川口八朗　記）

　2025年は３月20日にB-2
二宮学級のクラス会を一年ぶ
りに開催することができまし
た。食事会の開催場所は恒例
の京都駅前の「がんこ」で行
いました。メンバーも昭和35
年の卒業時には49人(青木、
後山、荒川、伊藤、井上、井
上、上田、内海、江後、大

谷、大石、大森、奥田、陰山、神尾、苅山、川本、川
口、神田、岸本、木村、斎藤、佐藤、坂上、佐々木、塩
谷、千崎、竹中、竹安、田村、中村、中井、仲西、西
田、羽田、平城、日和佐、福屋、堀内、前田、三角、
南、森、森口、山原、吉本、吉野、脇川、渡辺)が其れ
ぞれ社会に育っていきました。卒業後65年間でクラス
メイト数が健在なのは食事会で会った７人です。このメ
ンバーの中で出席簿順の苗字を暗記していて暗唱できる
凄いメンバーがいるのにビックリしました。
　また、柔道・剣道・重量挙・ソフトボール部に誰と誰
が活躍したとか、会社の経営でスリランカに滞在して

60数年と人生のほとんどを外国で生活をした人の話も
聴きました。良く飲み・食べ・話が弾み何時の間にか２
時間が過ぎました。
　いつも京都駅界隈で食事会を開催いたしますので、京
都タワーを紹介しますと、京都中央郵便局の跡地に建設
され、タワーのデザインは灯台をモチーフし、海のない
京都の街並みを照らす象徴的な建造物として、東海道新
幹線開業、オリンピック東京大会開催と同じ1964年に
京都駅の正面に開業しました。高さ131メートルは当時
京都市の人口がおよそ131万人に由来する関係のようで
す。タワーの台座はろうそくを建てられたような外観
で、台座部分にはホテ
ルや商業施設が併設さ
れ、観光客や地元の
人々に親しまれ、展望
台からは京都市内や周
辺の景色を一望でき、
晴れた日には大阪市街
が見渡せることがある
ようです。

B-2 二宮学級　食事会クラス会

昼食会で三四会開催クラス会
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たのしいクラブ
在校生のみなさんの活躍ぶりを、
クラブ活動を通してレポートしていただきました。

軟式野球部
▶部員：８名
▶顧問：新美 啓之、縄田 烈志、西村 俊一
▶主将：和田 侑大（普通科進学コース）
▶ポリシー：報恩感謝、勇往邁進
　我々、軟式野球部は、日々「感謝の気持
ち」をモットーに活動しています。
　自ら望んで入った軟式野球部であり、大好
きな軟式野球部を心置きなく取り組むことの
できる環境を作ってくださる全ての方々に感
謝の気持ちを忘れてはなりません。グラウンド
等、物理的に環境を整えてくださる学校関係
者の方々、出場する各大会を運営してくださ
る大会関係者の方々、試合をしてくださる他
校の方々、いつも協力し合って活動に励む仲
間たち、そして、何といってもいつも全力で支
えてくれる家族。枚挙に暇がないくらい多くの
方々の力をお借りして我々は、活動できてい
ます。これからもそれを忘れることなく日々努
力していける集団でありたいと思います。

硬式野球部
▶創部：1947年（昭和22年）
▶部員：44名
▶顧問：井関 輝次、中川　易、森坂 隆広、
	 谷本 暁彦、深田 和輝
▶主将：内野　翔（普通科スポーツコース）
▶ポリシー：野球を通しての人間形成
　部員44名（2年18名、1年26名、内女子
マネージャー4名）が「産業革命」を合言葉
に、産大高校野球部の伝統を引き継ぎ、発展
させていけるように努力しております。中川
監督のもと、一丸となって甲子園出場を目標
に頑張っています。昨年の夏季大会準々決勝
敗退の悔しさを晴らすべく、今年度はOBの
先輩方に良い結果がお伝えできるよう頑張り
ますので、今後ともご声援宜しくお願いいた
します。
◎クラブの年間計画
・�春季大会（４月～）、夏季大会（７月～）
　��秋季大会（９月～）の公式戦
・�私学大会（６月～）

陸上競技部
▶部員：26名
▶顧問：岡 錠治、川上 卓、小梶 裕大、
　　　　山田 晴渡
▶主将：寺本 理玖（2年・普通科）
▶ポリシー：全国大会出場
　陸上競技部は、現在26名で活動していま
す。近年、全国大会に出場した選手がいたこと
から活気が以前より増し、選手達は近畿大会や
全国大会を目標に日々奮闘して練習に励んでい
ます。また、良い練習をするために選手同士で
声を掛け合って、雰囲気作りや競技力向上に努
めています。
◎活動内容
練習　　月曜日～金曜日 16：00～
　　　　土曜日　13：30～
　　　　いずれも鶴見緑地公園にて
合宿　　夏（８月）鳥取県
　　　　冬（12月）大阪府内、淡路島
秋季大会（第2地区）
　　　　1500ｍ 第4位、走高跳 第4位　　　
            走高跳 第3位　

水泳部（競泳・水球）
▶創部：1987年（昭和62年）
▶部員：31名
▶顧問：山下 雄都、武智 海士、岡城 健一
▶部長：吉岡 信貴（2年・普通科進学コース）
▶ポリシー：千里の道も一歩から
　屋上プールの
ため、５月〜10
月は本校プール
で 練 習 し 、 1 1
月〜４月は校外
の屋内プールでの練習、ランニング、トレー
ニングルーム等で体幹・バランスを鍛えてい
ます。また、水球は、週１回なみはやウォー
ターポロクラブにて、本格的な基礎練習や実
践練習をし、チームワークを磨いています。
　目標は競泳・水球ともに近畿大会出場、上
位入賞です。部員一同、切磋琢磨しながら、
技術や記録を伸ばすことに励んでいます。
◎クラブの年間計画
競泳	 ５月	 近畿私学大会
	 ６月	 高校総体（地区・中央大会）
	 ７月	 近畿大会
	 ８月	 大阪高校対校大会・大阪私学大会
	 ９月	 大阪新人大会
	 10月	 近畿新人大会
水球	 ５月	 なみはやゴールデンカップ
	 ６月	 高校総体（大阪地区予選）
	 ８月	� 国民体育大会
		  近畿ブロック大会（U-17）
	 ９月	 大阪新人大会
  	 １月	 なみはやカップ
◎活動結果
競泳
・�大阪高校対校大会
　男子200ｍバタフライ 決勝8位　中西 修司                                                                     
・大阪私学大会
　男子100ｍバタフライ 決勝3位　中西 修司
　男子100m背泳ぎ　　 決勝8位　米田 光志
・近畿高等学校新人大会
　男子50mバタフライ出場

米田 光志、田中 瑛悟
　�男子4×100mフリーリレー出場

ラグビー部
▶創部：2000年
▶部員：63名
▶顧問：鳥山 修司、金谷 広樹
▶主将：山﨑 海陽（２年・普通科スポーツコース）
▶ポリシー：報恩感謝　
　私たちは、全国大会出場を目指し、日々練
習しています。
昨年は残念なが
ら大阪予選の決
勝で敗れ、全国
大会への切符を
勝ちとることができませんでした。今年こ
そ、これまでの先輩方が代々創り上げた伝統
を大切にし、今までの歴史に全国大会出場と
いう新たな1ページを加えたいと思います。
そのためにも、切磋琢磨しながら練習に取り
組み、私生活から見直し、心身ともに強い
チームを目指します。

サッカー部
▶創部：1966 年
▶部員：139 名
▶顧問：中西 幸司、後藤 祐司、森　勇貴、
　　　　片川 翔太、松永 秀樹、江口 睦美
▶主将：浅尾　晴大
　　　　（3 年・普通科スポーツコース）
　　　　本中野　介
　　　　（3 年・普通科スポーツコース）
▶ポリシー：慎始敬終
　「レオンフォルテ ( 強いライオン )」というロ
ゴを胸につけ、「厳しく　激しく　楽しく」を
モットーに心身を鍛えることを目的に活動を
しています。監督やコーチの指導のもと、全国
大会出場を目指して日々全力で取り組んでい
ます。グラウンドでの活動だけでなく学校生
活の面でも要求されますが、そのことはプレー
にもプラスになっています。更なる高みを目
指し強化をしているクラブです。
◎年間計画・活動結果 (2024 年度戦績 )
・�高円宮杯 JFA U-18 サッカープリンスリー

グ 2024 関西２部
・�令和６年度 第79回大阪高校総合体育大会 

兼 第103回全国高校サッカー選手権大阪大会
・�令和６年度 大阪高校春季サッカー大会　兼 

全国高校総体予選
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ウエイトリフティング部
▶創部：昭和32年頃
▶部員：6名
▶顧問：近藤 逸生、獅々堀 陽
▶主将：東原 颯
▶�ポリシー：全国選抜・インターハイ・国ス

ポ上位入賞を目指す
　新2年生・3年生全
員が近畿大会に出場
し、一人でも多くイ
ンターハイ・国民ス
ポーツ大会に出場で
きるよう頑張ります。
　また、ここ数年全国高校選抜大会から遠の
いているので出場目指して頑張ります。
　多くの人にウエイトリフティングの魅力を
知ってもらい、昨年よりも多くの新入部員を
迎えることが最大の目標です!!
◎活動結果
４月21日　大阪高校春季大会
　男子61kg級・第2位：3A4	 村田 翔大
　男子73Kg級・第1位：2U8	 東原 　颯
　男子89Kg級・第1位：3A4	 伊藤 　和
５月26日　大阪高校総体　
　男子61kg級・第2位：3A4	 村田翔大
　男子73Kg級・第1位：2U8	 東原 　颯
　男子73Kg級・第3位：2U5	 山内 和哉
　男子89Kg級・第1位：3A4	 伊藤 　和
６月15日　近畿大会
　男子73Kg級・第8位：2U8	 東原　颯
　男子89Kg級・第3位：3A4	 伊藤　和
８月２日〜５日　全国高校総体
　男子61kg級・第30位：3A4	 村田 翔大
　男子89Kg級・第13位：3A4	 伊藤 　和
10月13日〜16日　国民体育大会
　男子89Kg級・第11位：3A4	 伊藤 　和
　女子49Kg級・第2位：R4卒	 森田 里香
11月17日　大阪高校新人大会
　男子73kg級・第1位：2U8	 東原 　颯
　男子73kg級・第2位：2U5	 山内 和哉
　男子81Kg級・第1位：1U4	 大内 聖太郎
　男子81Kg級・第2位：1U8	 長﨑 優介
R7年１月13日　近畿選抜大会
　男子73kg級・失格：2U8	 東原 　颯

アメリカンフットボール部
▶創部：1981年（昭和56年）
▶部員：44名
▶顧問：長谷川 昌泳、一条 優三、坂根 真也
▶主将：乾 光輝（3P1）
▶�ポリシー：目標は日本一、目的は心身を鍛

えること
　アメリカンフッ
ト ボ ー ル 部 は、
「日本一になるこ
と」を目標に、「心
身を鍛えること」
を目的に活動して
おり、これまで８度の全国優勝と4度の準優勝
を果たしました。私たち現役選手は、先輩方
が築いてこられた実績と伝統を引き継ぎ、ア
メリカンフットボール部のために、そして自
分自身のために日々練習に励んでいます。同
窓会の先輩方にも喜んでいただけるよう頑張
りますので、応援よろしくお願い申し上げます。
◎クラブ年間計画
　４月～５月　春季大会、６月　関西大会、
　８月　夏季合宿、９月～10月　秋季大会、
　11月～12月	 全国大会、
　１月～２月　新人大会、３月　春季合宿
◎活動結果
・�2024年度　大阪高等学校春季アメリカン

フットボール大会　優勝
・�第53回　関西高等学校アメリカンフット

ボール選手権　準優勝
・�令和６年度　大阪高等学校総合体育大会　

優勝
・�第55回　全国高等学校アメリカンフット

ボール選手権大会　ベスト8

ゴルフ部
▶創部：1980年代
▶部員：11名
▶顧問：佐藤 雅彦、山口 慎太郎、岡本 貴生
▶主将：伊藤 永治、山口 紗季（2年・普通科）
▶�ポリシー：全国大会出場を目標に「全集

中」で努力を継続する。
　ゴルフの基本である
マナーやエチケットを
身に付け、礼儀正しく
誠実に競技に臨むこと
を心がけています。ま
た、日々の練習の中でも、常に他者を敬う姿
勢を忘れずに取り組むことで技術面の上達だ
けでなく、人間的な成長をめざしています。
今年度も男女ともに関西大会に進出すること
ができました。この結果は、在校生の努力は
もちろんのことですが、周囲の方々の支えが
あってこその成果であると思います。感謝の
気持ちを忘れず、OBの方々が築き、守って
こられた伝統を在校生が引き継ぎ、さらなる
高みをめざして努力を続けたいと思います。
◎活動結果
・�関西高等学校・中学校ゴルフ対抗戦
 【女子の部】10位
・�関西高等学校ゴルフ選手権
 【男子の部・女子の部】出場
・�令和６年度（第71回）大阪府高等学校私学

総合体育大会
 【ゴルフ競技高校女子　団体の部】3位
・�令和６年度（第71回）大阪府高等学校私学

総合体育大会
 【ゴルフ競技高校女子　個人の部】5位
・�2024年度（第45回）関西高等学校ゴルフ

選手権決勝大会
 【男子の部・女子の部】出場バレーボール部

▶創部：2004年（平成16年）
▶部員：32名
▶顧問：北野 晃一、佐藤　淳、奥村 恭子
▶主将：小谷 蓮斗（３年・スポーツ科)
▶ポリシー：「春高バレー」毎年出場
　私たちバレーボール部は、技術向上だけで
なく、チームワークや礼儀作法も大切にしてい
ます。そして近畿大会上位進出、そして全国大
会（春の高校バレー・インターハイ）出場を目
標に、日々練習に励んでいます。「春高毎年出
場」に加え、「春高での勝利」という目標も掲
げ、チーム一丸となって試合に挑みます。 部員
一同、目標達成に向けてひたむきに努力してい
ます。 応援よろしくお願いします！
◎活動結果
・�令和６年度　春季大会一次予選 １部Jゾーン

１位
・�令和６年度　大阪高校新人大会一次予選　

１部Fゾーン１位
・�令和６年度　大阪高校新人大会二次予選　

ベスト８

バスケットボール部
▶創部：1969年
▶部員：43名
　男子バスケットボール36名
　女子バスケットボール７名
▶顧問：武内　強、泉　嘉泰、新宮 一平
▶主将：竹内 瑛生（２年・普通科進学コース）
▶ポリシー：一歩
　基礎をもとに練習をし、チー
ム力を向上させ勝利をめざして
頑張っています。
　バスケットボールを通じて、
部員たちが自主性を養うことの
できるよう、生活面でも部員同士が声を掛け
合い活動しています。
　部員が多く、みんなが同じ目標に向かって
練習に励むことができるように多くのミー
ティングを重ねています。また、外部の練習会
場を使用するなどして一人ひとりの練習量も
確保できるように工夫して活動していきます。
◎年間計画・活動結果
・大阪高等学校総合体育大会 出場
・大阪高等学校バスケットボール選手権大会
　出場
・大阪私立高等学校総合体育大会 出場
・�大阪高等学校バスケットボール新人大会 出場

ソフトテニス部
▶創部：1980年
▶部員：31名
▶顧問：笹本 真人
▶代表：林　大智（２年・Uコース）
▶ポリシー：勝てるチーム作り
　私たちソフトテニス部は、男女22名で活動し
ています。練習は鶴見緑地テニスコートで行っ
ており、練習メニューを自分たちで考えながら
一生懸命頑張っています。今年度も個人戦・団
体戦ともに近畿大会やそれ
以上の結果が残せるよう、
日々努力していきます。
◎年間計画・活動結果
・�大阪高校春・夏季大会
・�大阪私立高校体育大会
・�大阪総合体育大会
・�大阪ハイスクールジャパンカップ出場
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チアリーディング部
▶創部：2007年
▶部員：18名
▶顧問：中野 欽司、中村 有沙
▶主将：石川 芽以
　　　（２年・国際科グローバルコース）
▶ポリシー：元気・勇気・笑顔
　私達は、チアの競技大会・アメリカンフット
ボール部の応援・地域のイベントを中心に活動
しており、競技大会では全国大会決勝を目標に
日々の練習に励んでいます。今年度は、練習の
成果もあり全国大会で決勝に進出し入賞しま
した。また、地域の
色々なイベントに出
演させていただいて
います。来年度も、
大会や応援が出来る
事に感謝して、チーム一丸となり頑張ります。
◎年間計画
・�４、５月　アメリカンフットボール部の応援・

イベント
・�６月　関西チアリーディング選手権大会
・�８月　JAPANCUP日本選手権大会
・�9、10、11、12月　アメリカンフットボール部

の応援・イベント
・１月　全日本高等学校選手権大会
・２月　イベント
◎活動結果
・第32回関西チアリーディング選手権大会　
　総合３位
・�JAPANCUP2024チアリーディング日本選手

権大会　決勝進出８位入賞
・第34回全日本高等学校選手権大会
　シード校として出場し、8位入賞

剣道部
▶創部：1944年
▶部員：12名
▶顧問：丸山 侑莉、北本 淳也
▶キャプテン：馬場﨑　悠（２年・普通科）
▶ポリシー：文武両道　
　経験者も初心者も剣道を通して心身を鍛
え、一意専心の精神を育み、各目標に向かっ
て兀兀と努力を怠らず、高校生活をより充実
したものにする。その様なクラブ活動に成れ
ばと思います。
◎年間計画・活動結果
・６月　総合体育大会（春）
・11月　総合体育大会（秋）
・１月　新人戦大会
・４月　私学大会
・初心者は初級受験、有段者は次の段位の取得
　を目指す

ソフトボール部
▶創部：1957年
▶部員：11名
▶顧問：池田　透、櫻　美緒、三木 佑介
▶主将：里内 晋策（２年・普通科特進コース）
▶ポリシー：人としての成長
　ソフトボール部
は、２年生４名、１
年生６名、マネー
ジャー１名で活動
しています。日々
の練習を通して、技術力の向上はもちろん、
チーム力の向上、そして人間力の向上を目指し
ています。部員数は少ないですが、お互い支え合
い、勝利を目指して努力しています。今年も全国
大会出場を目標に掲げているので、その実現に
向けて、チーム一丸となって邁進していきます。
◎年間計画
・	４月	 大阪高校ソフトボール春季大会
・	５月	 全国私学大会
・	６月	 全国高校総合体育大会　大阪府予選
・	９月	 大阪総合体育大会
		  大阪私学高校総合体育大会
・	10月	 大阪高校ソフトボール秋季大会
・	12月	 全国私学大会近畿予選
◎活動結果
・�2022年度　令和４年度　大阪私学高校総合

体育大会　優勝

テニス部
▶創部：1969 年
▶部員：９名
▶顧問：新谷　啓、内田 愉一
▶主将：山本　丈（２年・普通科進学コース）
▶�ポリシー：テニスを通じて人間的にも成長す

ること
　同窓会会員
の皆さまには
お元気でご活
躍のこととお
慶び申し上げ
ます。皆さまのご支援のもと、テニス部は現
在に至るまで輝かしい実績を残せました。生
駒コートは学校からは遠く不便な面もあります
が、面数も多く、練習環境に恵まれており、そ
れぞれが持つ自分の力を伸ばしています。そし
て、大阪優勝・全国優勝を目指しています。ど
うぞ生駒コートへもお気軽にお越しください。
部員一同心よりお待ちしています。
◎年間計画・活動結果
・�令和６年度大阪高等学校春季テニス大会
【男子シングルス】　ベスト16
【男子ダブルス】　　ベスト16
【団体】　　　　　　ベスト８
・�第79回大阪高等学校総合体育大会テニス大会
【男子シングルス】　ベスト８
【男子ダブルス】　　ベスト16
・�令和６年度近畿高等学校テニス大会
【男子シングルス】  ベスト32
・�令和６年度大阪高等学校秋季テニス大会
【男子団体】　　　　ベスト８
・�2024田村杯大阪ウィンタージュニアテニス　

選手権大会
【17歳以下男子シングルス】　ベスト４
【17歳以下男子ダブルス】　　ベスト８　　
・�ユニクロ　全日本ジュニアテニス選手権

2024　16歳以下男子シングルス出場

バドミントン部
▶部員：66名
▶顧問：榎原 健仁、江口 睦美、中路 涼雅
▶主将：辻花 秀太郎（２年・普通科）
▶ポリシー：各自4回戦突破！
　バドミントン部では
66名が在籍しみんな刺
激し合っています。バド
ミントンは、時速100キ
ロを超えるシャトルを打
ち合い、時には微妙な
判定で勝敗を決めます。上級生の指導のもと、
初心者でも約２ヶ月で試合ができるようになり
ます。部員全員で切磋琢磨し、より強くなれる
ようにレベルupを目指して毎日トレーニングや
実践練習に励んでいます。男女が一緒に楽しみ
ながら強くなって、より多くの試合で勝ち進ん
で行くのが目標です。
◎年間計画
・５月 大阪高等学校春季バドミントン競技会
・８月 大阪高等学校総合体育大会
・�１、２月 大阪高等学校バドミントン選手権

大会
・�３月 大阪府高校バドミントングリーンカップ
◎活動結果(2024年度)
・大阪高等学校春季バドミントン競技会 出場
・大阪高等学校総合体育大会 出場
・大阪高等学校バドミントン選手権大会 出場

卓球部
▶部員：７名
▶顧問：綿谷 知貴、兼松 嗣樹
▶主将：尾崎 将士（2年・普通科進学コース）
▶ポリシー：クラブも勉強もベストをつくす
　卓球というスポーツは英語でテーブルテニ
スと言いますが、雨が降ってもテニスがした
いということから、誕生したと言われていま
す。室内でできる卓球が誕生しました。卓球
はただ打ち返せばいいというものではなく、
どんな回転がかかっているのかを瞬時に判断
して対応します。頭も同時に使うところが面
白いスポーツです。卓球は一回の大会で1,000
人近くの選手が出場しますので、ベスト64や
32に入ることさえ大変なことです。しかし、
みんな勉強とクラブに一所懸命取り組み、大
会で少しでも上位に上がれるように日々練習
に励んでいます。
◎年間の試合
大阪64ブロック大会、全日本ジュニア予選、
1年生大会、大阪高校選手権大会（シングル
ス・ダブルス・チーム）、大阪高校新人大会
（シングルス・ダブルス・チーム）、大阪高
校総体、大阪高校私学大会、全国選抜シング
ルス大阪大会
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空手道部
▶創部：昭和48年
▶部員：17名
▶顧問：�川口　剛、高嶋 きづき、　　　　　

辻岡 哲也（監督）
▶チームキャプテン：大野 敦嗣

（２年・普通科進学コース）
▶ゲームキャプテン：高見 和跳

（２年・普通科スポーツコース）
▶女子キャプテン ： 中村 百花

（２年・普通科特進コースⅡ）
▶�ポリシー：捲土重来（一度失敗した者が、

再び勢力を盛り返して巻き返すこと）
　空手道部では、日々の練習や生活を陰で支
えてくれている人が大勢いることに感謝して、
一つ一つの物事に真剣に向き合う姿勢を身に
つけていきます。そして、何度失敗しても再び
立ち上がり挑んでいく精神力を養います。３月
には男女共に全国選抜大会への出場を控えて
います。日本一になることを目標に、本気で取
り組み、チーム全員が成長できるクラブとして
これからも毎日の鍛錬に集中し、前進し続け
ます。
◎年間計画・活動結果
・�６月　大阪府高等学校選手権大会
　【男子団体組手】５位
　【男子団体形】３位
・�８月　大阪高等学校総合体育大会
　【男子団体組手】準優勝

　【女子団体組手】５位
　【男子団体形】準優勝
　【総合成績男子の部】１位
・�９月　私立高等学校総合体育大会
　【男子団体組手】３位
　【男子総合成績】４位
・11月　大阪府高等学校新人大会
　【男子団体組手５人制】５位
　【女子団体組手３人制】優勝
　【男子団体形】３位
　【男子個人組手＋76kg級】３位
・１月　近畿高等学校空手道大会
　【女子団体組手３人制】準優勝
・３月　全国選抜大会出場
　【男子団体形・女子団体組手３人制】
その他の大会：
・清州城信長杯争奪空手道大会
・桃太郎杯全国高等学校空手道大会
・和歌山ビッグホエール高等学校空手道大会
・パンダ杯
合宿： 春、夏

柔道部
▶部員：７名
▶顧問：酒匂 義浩、小池 賢幸、中谷 朱里、
　　　　内野 雄太
▶主将：�藤原 弘聖　　　　　　　　　　　　

（３年・普通科スポーツコース）
▶ポリシー：�大阪府大会団体優勝・全国大会

出場
　柔道部で
は、大阪 府
大会団体優
勝・全国大
会出場を目
標に日々厳しい稽古に励んでいます。男子・女
子ともに意欲的で意識が高く、自立した取り組
みで着々と力をつけ、少数での活動であります
が、同じ目標に向け部員一丸となり活動してい
ます。また、柔道を通して礼節を学び、将来的
に社会貢献のできる人物になれるよう競技力
向上だけでなく、人としての成長も図りながら
日々精進しています。
◎年間計画・活動結果
　長期休暇中には合宿や遠征を行い、近畿圏
内はもちろん福岡県や宮崎県など地方への合
宿も積極的に行っています。また、休日には
様々な学校に出稽古をし、中学生などとも合同
練習を行っています。地道に力をつけ、インター
ハイや全国高校選手権大会、近畿大会などの
大会に出場を果たす生徒が出ています。

男子ダンス部
▶創部：平成29年
▶部員：10名
▶顧問：前田 翔平
▶部長：神前 琉泉
　　　　（2年・国際科グローバルコース）
▶ポリシー：ダンスで人に感動を与えたい
　男子ダンス部は大阪産業大学附属高校が90
周年を迎えると同時に同好会として創部され
ました。創部当初は数名だった部員も徐々に
増えていき、体育祭や文化祭、地域のイベン
トや大会に参加できるようになりました。
　今年度は大会での予選通過を目指していま
す。ダンスの技術や楽しさを学び、見ている
人に感動や元気を与えられるように日々練習
に励んでいます。部員一人一人がダンスを通
じて人として成長し、学校や地域を盛り上げ
ていけるように一生懸命頑張ります。
◎活動結果
・�日本高校ダンス部選手権
　DANCE STADIUM 出場
・日本高等学校チームダンス選手権　出場
・�マイナビHIGH SCHOOL DANCE 

COMPETITION 出場

女子ダンス部
▶創部：2009年
▶部員：22名（１年10名、２年12名）
▶チーム名：BUDAHLIA（バダリア）
▶顧問：松田 唯衣、吉江 正彰、中家 美佳
▶キャプテン：小寺 玲乃（２年・普通科）
▶�ポリシー：BUDAHLIA　SPIRITS（品位・

情熱・挑戦・華麗・尊重）
　１つ１つの大会に思いを込め、また全国大
会に出場し、結果を残すことを目標に一人一
人のダンス力そしてチームとしてのダンス力
を高められるよう日々練習しています。
　自分たち自身が表現することを楽しみ、観
てくださった方々にも感動を届けられるよう
にがんばっています。
◎活動結果
2022年
・�マイナビ ハイダン2022 WEST vol.１
　特別賞
・�第15回日本高校ダンス部選手権 新人戦　

DANCE STADIUM　特別賞
・�高校ストリートダンス選手権大会2022　

決勝大会出場
・�全国高等学校ダンスドリル選手権2022　

関西予選　Jazz Medium部門１位
・�第12回全日本高等学校チームダンス選手権

関西予選４位
・�第15回日本高校ダンス部選手権 DANCE 

STADIUM　全国大会出場
・�Dance Club Championship 第10回全国

大会高等学校ダンス部選手権　全国大会
出場

2023年
・第16回日本高校ダンス部選手権　DANCE 
　STADIUM 予選大会　出場
・�Dance Club Championship　第11回全

国大会高等学校ダンス部選手権 予選大会　
出場

・高校ストリートダンス選手権大会2023
　予選大会　出場
・マイナビ ハイダン2023 WEST vol.3出場
2024年
・�高校ストリートダンス選手権大会2024全

国大会出場
・Dance Club Championship 第12回全国
　大会高等学校ダンス部選手権　全国大会出
　場　ベストストーリーテリング賞受賞
・�全日本ストリートクライマックス2024　

全国大会出場
・第14回全日本高等学校チームダンス選手権
　全国大会出場
・�マイナビHIGH SCHOOL DANCE　

COMPETITION 2025 WEST vol.３ 優勝
全国大会出場

・�御堂筋ランウェイ2024出場（開幕パフォー
マンス アバンギャルディ＆大阪府内の高校
ダンス部コラボ、コブクロスペシャルライ
ブ出演）
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中国語研究部
▶創部：2011年（平成23年）
▶部員：８名
▶顧問 ：大隅 彩恵子
▶部長：野田 杏珠
　　　　 (3年・国際科 グローバルコース)
▶�ポリシー：中国語の習得とともに、中国語

検定・HSKの合格を目指す。
　 中 国 語 研 究 部 で
は、部員が一人ひと
りの目標に向け、顧
問の先生から中国語
を教えていただいて
います。そして、中
国語を習得して、中国語検定やHSK（漢語水
平考試）の合格を目指しています。
　また、中国語を勉強しながら、中国の文化
や習慣、歴史などについても学んでいきたい
です。高校生のうちに、英語だけでなく、中
国語も話せるようになるために、今後も努力
していきたいと思います。
◎活動結果
・�中国語検定　準４級　２名合格
・�中国語検定　３級　　１名合格

鉄道研究部
▶創部：1952年
▶部員：13名
▶顧問：新美 啓之、佐藤 雅彦、葉山 貴明
▶部長：松下 悠希（2年・普通科）
▶�ポリシー：鉄道業界への貢献
　OBの方々が
築いて来られ
た伝統を守り
つつ、それを
発展させ、後
輩たちに伝え
ていけるように日々精進しています。ジオラ
マ作成や、水間鉄道のオリジナルヘッドマー
クの作成、車庫や鉄道施設を見学、取材、調
査したことをレポートにまとめる作業、鉄道
写真コンテストへの応募、全国高等学校鉄道
模型コンテストへの出展などが主な活動内容
です。自分たちの好きなこと、興味関心が持
てることを活かして鉄道業界に少しでも貢献
できることを目標に努力しています。
◎活動結果
・�2024年度 第16回全国高等学校鉄道模型コ

ンテスト モジュール部門 奨励賞受賞

科学部
▶創部：平成23年
▶部員：18名
▶顧問：北野 裕典、丸谷 智迦津
▶部長：中島　光（２年・普通科）
▶ポリシー：身近な科学を楽しむ
　科学部では、
週に一度自分達
の興味のある実
験を行っていま
す。簡単なもの
から、少し難し
いものまで、いろいろな実験に挑戦してきま
した。今年度から人数も増え、コースや学年
分け隔てなく楽しく活動しています。活動内
容は実験ですが、文系の人も大歓迎です。本
校には実験に必要な試薬が豊富にあるので、
様々な実験を行うことができます。梧桐祭で
はダイラタンシーを作ったり、フィルムケー
スロケットで射的を行いました。また今年度
は行けませんでしたが、夏休みなどの長期休
暇にはサイエンスフェスタや科学館などの施
設に見学に行ったりもしています。

吹奏楽部
▶部員：72名
▶顧問 ：市川 拓平
▶部長：北見 莉聖（2年・進学コース）
▶ポリシー：人々に感動ある演奏を届けよう！
　吹奏楽部は、吹奏楽コンクール、マーチン
グコンテスト、アンサンブルコンテスト共に
金賞を受賞し、大阪府代表に選出させて頂き
ました。関西大会では連続出場し、関西大会
常連校として名を連ねるようになりました。
　またコンクールだけでなく地域のイベント

にも積極的に参加しています。
　これからも、吹奏楽の魅力を多くの人々に
伝え頑張っていきます。ご声援宜しくお願い
致します。

イラストレーション・コンピューター研究部
▶部員：９名
▶顧問：内海 望美
▶部長：千村 颯（2 年・特進）
▶ポリシー：こだわりを追求する
　当部は、幅広い表現方法を活かし楽しい活
動を目指します。イラストレーションでは個
性溢れる魅力的なイラストを描いて、様々な
コンテストに参加しています。コンピューター
部門では己のスキルやプログラミングの腕を
磨きます。そうした活動などを将来に向けて
頑張っています。
◎活動結果
大阪芸術大学“世紀のダヴィンチを探せ！”
高校生アートコンペティション　出展

少林寺拳法部
▶創部：1967 年
▶部員：29 名
▶顧問：山川 智博、河原 章二
▶主将：山﨑 瑞幸（２年・普通科進学コース）
　少林寺拳法は、自分自身を頼りとすること
のできる「本当の強さ」を持った人間を育て
る武道です。練習は二人一組で行い、自分も
上達し、相手も上達してもらう「半ばは自己
の幸せを、半ばは他人の幸せを」という少林
寺拳法の精神を実践しています。2024 年は、
選抜大会・男子組演武で優勝、インターハイ
でも男女ともに好成績を収めることが出来ま
した。全国選抜やインターハイで優勝できる
ように日々練習に励んでいます。
◎活動結果
・�令和６年３月　全国高等学校少林寺拳法選

抜大会
【男子自由組演武の部】　優勝
【女子自由単独演武の部】　決勝進出
【男子規定単独演武の部】　第６位
【女子団体演武の部】　決勝進出
・令和６年７月　インターハイ
【男子組演武の部】　第４位
【女子組演武の部】　第６位
【女子単独演武の部】　決勝進出
【男子団体演武の部】　決勝進出
【女子団体演武の部】　第６位
・令和６年 12 月　近畿大会
【男子規定組演武の部】　第２位　決勝進出
【男子自由組演武の部】　第６位
【男子規定単独演武の部】　第２位、第３位、
　第５位
【男子自由単独演武の部】　第５位
【男子団体の部】　優勝
【女子規定組演武の部】　決勝進出
【女子自由組演武の部】　第２位
【女子自由単独演武の部】　第３位、決勝進出
【女子団体の部】　第２位

ボランティア活動部
▶創部：1980 年
▶部員：４名
▶顧問：坪田 純子、打田 菜々美
▶部長：東邦 柚亜（２年・普通科）
▶ポリシー：誰かのために行動を
　ボランティア活動
部は、地域に根差し
た活動に力を入れて
います。（小学生の
放課後支援など）ま
た、赤十字社の高校
加盟校として赤十字
主催のリーダー研修
や募金活動にも積極
的 に 参 加 し て い ま
す。学内、外問わずたくさんの経験を積んで
将来幅広く活躍できる人になるよう活動して
いきたいです。
◎年間計画
・�７月　菫フェスティバルに参加
・�10月　菫地区のハロウィンイベントに参加
・�12月　菫地区のクリスマスイベントに参加
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E.S.S. 部
▶創部：30年ほど前
▶部員：２名
▶顧問：片本 ゆかり
▶部長：遠矢 晃一（２年・国際科）
▶��ポリシー：�Let's speak English together!
　私たちESSは、英
語が得意、あるいは
英語が大好きなメン
バーの集まりです。
加えて、海外への興
味、関心が極めて高いです。クラブ活動を通
して、英語を楽しみながら学び、身につけて
いきます。また、スピーチコンテストに参加
するなどして、部員一人ひとりが目標に向け
て努力しています。
◎クラブの計画・活動	
　それぞれの希望により、英検やTOEFLなど
の試験に向けて、特に受験前は集中的に学習
しています。
　また、スピーチコンテストに参加し、コン
テストでの受賞は大きな目標のひとつです。

美術部
▶創部：2010年
▶部員：17名
▶顧問：内海 望美
▶部長：秋元 咲花（2年・進学)
▶ポリシー：楽しんで頑張る
　美術部は、色々な分野から好きなものを制
作し、それぞれの個性に合わせて技法などを
身につけ楽しく頑張ることをしています。ま
た、表現の場を広げ、様々なコンテストなど
に出展しています。
　文化祭には、部
員みんなで共同作
品を制作したり、
楽 し み な が ら 頑
張っています。
◎活動結果
・オーハラデザインコンテスト　入賞・佳作
・河原デザインコンテスト　出展
・高校生国際美術展　出展
・�大阪芸術大学“世紀のダヴィンチを探せ！”

高校生アートコンペティション 2024
　奨励賞受賞

放送部
▶部員：23名
▶顧問：市川 典孝、西村 俊一
▶部長：浅野 拓真(3年・国際科)
　放送部では
月曜日と水曜
日、金曜日の
週３回、お昼
休みの時間帯
にラジオ形式
の生放送番組
を放送しております。また、体育祭や梧桐祭
では選曲・司会・実況の担当もしております。
他の生徒たちから直接見えるわけではありま
せんが、なくてはならない「縁の下の力持ち」
を自負して活動しております。
　ラクタブドームでの体育祭では電光掲示板
での情報発信に加えて大型ビジョンへの映像
生中継も実施しています。また、この技術を
活かして入学式・卒業式では式の様を保護者
のいる教室へ映像配信をするなど、放送部の
活動の場も大きく変化しました。今後も新し
いスタイルでの学校行事を支えていくことが
できるように研究していきたいと思います。
◎活動内容
・�入学式・卒業式の音響および映像配信
・�週３回の校内ラジオ番組生放送
・�ラクタブドームでの体育祭放送
・�梧桐祭のステージ音響
・�オンラインでの入試説明会映像配信を４回

実施

クイズ研究部
▶創部：2017年（平成29年）
▶部員：6名
▶顧問：厨子 大政、藤野 喬至、三木 佑介 
▶部長：縄田 優（１学年・普通科特進コース）
▶ポリシー：知の追求
　様々な大会で結果を残すため、たくさんの知
識を身につけるよう日々努力しています。
　 部 員 数 は 少 な
いですが、大 会で
勝ち残れるように
様々なクイズの問
題に対する分析な
ど日々勝つために邁進しています。
◎活動内容・活動結果
・�毎週水曜日・金曜日・土曜日の放課後に活動
・�夏期および冬期などの長期休暇には朝から

活動
・�第19回若獅子杯　参加

書道部
▶部員：４名
▶顧問：石橋 恵美、濱﨑 裕二
▶部長：石本 莉子（２年・普通科進学コース）
▶ポリシー：勇往邁進
　書道部は書道
パフォーマンス
と作品制作の双
方に挑戦してい
ます。体育祭で
は、全生徒の前で体育祭スローガンを揮毫す
る書道パフォーマンスを行っています。各種
コンクールにも積極的に出品し、入賞、入選
をしています。パフォーマンスと作品制作、
ともに今後も活躍の場を広げていきます。
◎活動結果
・第 32 回国際高校生選抜書展　２名入選
・第 68 回全国書きぞめ作品展覧会　全日本
　青少年書道振興協会賞
・第 29 回全日本高等学校書道コンクール　
　全日本高等学校書道教育研究会賞

演劇部
▶創部：平成10年
▶部員：４名
▶顧問：合田 早加江
▶部長：井上　葵
　　　 （2年・国際科グローバルコース）
▶ポリシー：観ている人を楽しませる演劇
　 私 た ち 演 劇
部 は 「 表 現 す
る こ と の 楽 し
さ 」 に 心 を 惹
か れ 、 日 々 練
習 に 取 り 組 ん
でいます。今年度は大阪府大会に出場するこ
とができ、オリジナリティ溢れる脚本を創
り、本番は観客を大いに沸かせる熱い舞台に
なりました。大会の上演だけではなく様々な
演劇祭に参加し、より多くの人に大産大附高
校の演劇を楽しんでいただけるよう、今後も
多様な表現に挑戦していきます。是非観劇に
お越しください。
◎年間計画
・�	４月	 新入生歓迎公演
・	７月	� 夏公演
・	11月	� 演劇研究大会
・	12月	� 私学芸術文化祭典
・	�１月	 すばる演劇祭
・�	３月	 持ち寄り公演
◎活動結果
令和６年度　第74回大阪府高等学校演劇研究
大会大阪府大会　優秀賞、個人演技賞

軽音楽部
▶部員：44名
▶顧問：寺内　仁、前田 光明、西村 百世
▶部長：小谷 直人（３年・普通科）
　梧桐祭のス
テージで全校
生徒に向けて
演奏すること
を大きな目標
に日々練習に
取り組んでいます。ギター、ベース、ドラム、キー
ボードからそれぞれ好きな担当楽器を選んで練
習していますが、卒業までにいくつもの楽器を
演奏できるようになる生徒もたくさんいます。
各学期末に開催される部内ライブに向けて気
の合う仲間とバンドを組み、梧桐祭で演奏でき
るバンドに選ばれるよう競い合いながら練習に
励んでいます。

茶華道部
▶創部：2003年
▶部員：10名
▶部長：中島 悠稀（茶道）、小山 晴香（華道）
▶ポリシー：誰かのために行動を
　茶華道部は、茶道は裏千家、華道は未生流
の先生方に来ていただき、月に二回程度土曜
日に活動しています。部員数は現在一年生八
名、二年生二名です。
　梧桐祭では部員が着物・袴を着てお茶会を
開き、華道の作品展示をしています。出会
いを一生に一度と
思い、相手に最善
を尽くす「一期一
会」の考えを常に
持ちながら、活動
に励んでいます。
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〒533-0011
大阪市東淀川区大桐１丁目５番２号

「大阪教育ゆめ基金」へいただいたご寄付を、大阪府内
の私立高校等の教育環境の整備、特色・魅力ある教育活
動、スポーツ・文化活動を支援するために活用します。

母校に限らず応援したい私立高校等
を指定して寄附ができます。

対象校は
こちらふるさと納税で

私立高校を
応援しよう!!

同窓会会則（内規及び助成内規付）
2025年令和7年6月22日（改定）

大阪産業大学附属高等学校　会則　　制定　昭和55年11月 3日
改正　令和 7年 6月22日

第１章　名称及び目的
第１条　本会は、大阪産業大学附属高等学校同窓会とする。
第２条　�本会は会員相互の交誼を温め知徳を増進し、併せて母校発展に

寄与貢献することを目的とする。
第２章　組織
第３条　�本会は大阪産業大学附属高等学校内に原則として事務局を置き

会務を処理する。必要に応じ、会長の承認を得て地域または職
域に支部・分会を置くことが出来る。

第３章　会員・顧問・相談役・参与
第４条　本会の会員は正会員、準会員、特別会員とする。
　（１）正会員
　　　　�大阪鉄道学校、大阪鉄道学校高等部、大阪第一鉄道学校、大阪

第一中学校、大阪第一高等学校、大阪鉄道中学校、大阪鉄道高
等学校、大阪自動車工学専門学院、大阪自動車高等整備学院、
岡山自動車高等整備学院、大阪産業大学高等学校、大阪産業大
学附属高等学校（以下「学校」という）の卒業者。ただし、学
校に在籍したことがある者にして、役員会の決議を経て正会員
とすることができる。

　（２）準会員
　　　　大阪産業大学附属高等学校に在籍する者
　（３）特別会員
　　　　正会員を除く学校の現教職員および旧教職員
第５条　本会に顧問および必要に応じて相談役、参与を置くことが出来
る。
　（２）顧問は、大阪産業大学付属高等学校校長に委嘱する。
　（３）�相談役、参与は本会の運営、発展に寄与し功績が顕著であり会

長が推薦し、役員会・幹事会の決議を得た者。
　（４）�顧問、相談役、参与は、本会の運営その他重要事項について会

長の諮問に応じ、役員会・幹事会に出席して意見を述べること
が出来る。

第４章　役員・幹事
第６条　本会に次の役員・幹事を置く。
　（１）会長　　　１名
　（２）副会長　　５名以内（総会運営長）
　（３）会計　　　２名
　（４）会計監査　２名
　（５）常任幹事　10名以内
　（６）幹事　　　若干名（卒業年度別等）

第５章　役員出納・幹事の任務
第７条　会長は本会を代表し、会務全般を統括する。
　（２）�副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときはその職務を代

行する。
　（３）�常任幹事は、役員会の定めにより会務を行い併せて業務執行す

るくろがね編集長を設ける。
　（４）会計は金銭出納のおよび資産の管理を行う。
　（５）�会計監査は会計および資産管理の監査を行う。また、他の役員

を兼ねることができない。
　（６）幹事は、会務全般の審議、運営に参画し業務を行う。
第６章　役員・幹事の選任・任期・期間
第８条　会長は幹事会で選出し定期総会で報告する。
　（２）�相談役、参与、副会長、常任幹事、会計、会計監査は幹事会で

選出し会長が委嘱して総会で報告する。
　（３）幹事は、卒業年度別等で選任し、会長が委嘱する。
　（４）�役員に欠員が生じたときは役員会で推薦し、幹事会の承認を得

て補充することができる。
第９条　役員および幹事の任期は、就任後3年間とする。
　　　　�期間は既会計年度の4月1日から3年後の3月31日までとし、再任

を妨げない。
　（２）次期役員の選出まではその職務を継続する。
　（３）�欠員により補充した役員・幹事の任期は、前任者の残余期間と

する。
　（４）�会長の任期は３期までとする。相談役、参与の任期は、会長の

任期と同じとする。
第７章　総会
第10条　総会は、定期総会と臨時総会とする。
第11条　定期総会は、毎年1回開催する。
第12条　�臨時総会は、役員会の決議により必要と認めたとき開催する。
第13条　定期総会は、次の諸事項を決議する。
　（１）事業報告・決算および監査報告
　（２）事業計画および予算に関する事項
　（３）会則の改正
　（４）会長において本会の目的達成に必要と認めた事項
第14条　�総会は、出席の正会員中より選出した議長1名、副議長1名で議

事運営を行い、出席会員の過半数の賛成で決する。可否同数の
時は議長が決する。

　（２）副議長は議長を補佐し、議長に事故があるときは代行する。
第８章　役員会・幹事会
第15条　�役員会は、会長、副会長、常任幹事、会計をもって構成する。

ただし、必要に応じ会計監査の出席を求めることができる。
第16条　役員会および幹事会は必要に応じ、会長が招集する。
第17条　�役員会は、次の事項を行う。ただし、役員会において決議され
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《事業内容》
ボナンザ印野球用品の製造、卸及び販売
学校制定品販売

〒537-0021 大阪市東成区東中本 2丁目 9番 28 号
TEL：06-6974-8900 ／ FAX：06-6974-8901

〒537-0013　大阪市東成区大今里南4-14-11
TEL:06（6974）8848 ／ FAX：06（6972）7288　http://hikari-ltd.com/

金属加工、溶接・板金・プレス等　医療・美容機械部品　照明器具等製造

イベントや修学旅行生の
工場見学や
大学生の研修も
受け入れています！

た事項は、幹事会に付議するものとする。
　（１）総会の決議により付託された事項
　（２）総会に付議すべき事項
　（３）会則に定められた事項
　（４）事業計画および予算案作成に関する事項
　（５）事業の実施に関する事業
　（６）その他本会の目的達成の為必要な事項
第18条　�幹事会は、幹事をもって構成し、役員会で決議された会務事項

を審議決定する。
第19条　�役員会および幹事会の決議は出席者の過半数の賛成をもって決

する。
第20条　�役員会または幹事会の構成人員の三分の一以上の要請があれ

ば、会長は、役員会・幹事会を招集しなければならない。
第21条　�会長は特別または緊急の理由があるときは、役員会、幹事会で

決議すべき事項を文章等により決議を求めることができる。
　（２）�特別の理由があるときは、役員会の決議を経て処理を行い、事

後の幹事会で報告する。
　（３）�会長は会の活動に於いて必要とする「旅費交通費」「活動交通

費」を支給する。
第９章　会計
第22条　�本会の会計は、入会金、年会費、永年会費、寄付金その他の収

入をもって充てる。
第23条　�本会の会計年度は、毎年4月1日に始まり翌年3月31日で終わる。

ただし、予算が成立するまでは本会の収支は、前年度の例によ
り執行する。

第24条　会員（特別会員を除く）は、次の会費を納めるものとする。
　（１）入会金　10,000円
　（２）年会費　2,000円
　（３）永年会費　卒業後５年経過～50歳まで　50,000円
　　　　　　　　　　　　51歳～70歳まで　　　30,000円
　　　　　　　　　　　　71歳～90歳まで　　　20,000円
　　　　�年齢は、既存年の4月1日から起算し、90歳以上の方は会費を免

除する。また正会員となってから5年間に限り、年会費の納入を
免除する。

　　　　�年会費と、永年会費の選択は二者択一とする。
　　　�ただし、準会員が資格を喪失した場合、入会金を返却しないもの

とする。
第25条　�本会の財産は会長が管理し、金銭の出納、資産管理は会計が行

う。
　　　　大阪産業大学附属高等学校同窓会事業準備積立金
　　　　（開催を目的とした事業準備金を積み立てる）
　　　　（目的使用に当たり役員会で協議決定する）

　（２）会計監査は、本会の会計および資産の管理状況を年1回以上監査
する。
第10章　事業
第26条　�本会の目的を達成するため必要と認めたときは、役員会の決議

を経て有益な事業を行うことができる。
第27条　�本会の会務、会員の動静、学校の近況および必要と認められる

事項を報告するため、「会報」を発行し会員に配布する。
第11章　顕彰
第28条　�会員で特に社会的評価が高く、母校の名誉を著しく高めた団体

または個人を会長が推薦し、役員会・幹事会の承認を得て顕彰
する。

　（２）�本会の運営、発展に寄与し功績が顕著である会員を会長が推薦
し、役員会の同意、幹事会の承認を得て顕彰する。

第12章　雑　則
第29条　本会事務局に会費納入者の名簿等を備え付ける。
　（２）�会員名簿の性格を保持し、通信、連絡の円滑を図るため、会員

は住所、氏名等に変更が生じたときは速やかに本会事務局に届
けるものとする。

第30条　�本会の会務執行および健全な発展、運営を期するため必要に応
じ委員会を設けることができる。

第31条　�本会の目的達成のため必要に応じ役員会、幹事会の議決により
別途に内規を定めることができる。

第32条　�本会の品位または信用を害し、不適当と認められる会員は役員
会、幹事会の議決を経て除名することができる。

付則
この会則制定は、昭和55年11月3日から施行する。
この会則は、昭和58年11月3日から施行する。
付則（昭和60年11月3日）
この改正会則は、昭和60年11月3日から施行する。
付則（平成9年4月1日）
この改正会則は平成9年4月1日に施行する。
付則（平成21年4月1日）
この改正会則は、平成21年4月1日から施行する。
付則（平成25年6月23日）
この改正会則は、平成25年6月23日から施行する。
付則（平成29年6月11日）
この改正会則は、平成29年、6月11日から施行する。
付則（平成30年6月17日）
この改正会則は、平成30年6月17日から施行する。
附則（令和7年6月22日）
この改正会則は、令和7年6月22日から施行する。

以上
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伝言板

編集後記

　くろがね第５３号を最後までお読みいただきありが
とうございました。サッカー部・チアリーディング部の
先生方の熱い想いから、母校の今と未来への希望を強
く感じました。同窓生として、これからも在校生の活躍
を温かく見守り、応援していければと思います。
　次号もどうぞお楽しみに。

編集長　本田 忠行

大阪産業大学附属高等学校同窓会会報 くろがね 第53号
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■発行所　大阪産業大学附属高等学校同窓会
　　　　　〒536-0001 大阪市城東区古市1丁目20番26号　TEL. 06（6939）1491【代表】／06（6939）5113【直通】
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1 �令和７年６月２２日（日）は同窓会総会です。多くの
同窓会会員のみなさんと学生時代の思い出話がで
きればうれしいです。

2 �同窓会会員の皆さん、母校の部活動が日々精進し
て頑張っています。ぜひ応援よろしくお願いします！

令和６年度同窓会総会が開催されました
【日時】令和6年6月23日（日）【場所】ヒルトン大阪

令和６年度同窓会総会の集合写真になります。卒業年度は違っても、産大高校の話題で盛り上がりました。
今年もたくさんの同窓会員のみなさんとお話できればうれしく思います。


